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４
月
24
日
、
市
民
の
皆
様
、
職
員
の

皆
様
の
暖
か
い
お
迎
え
を
い
た
だ
き
初

登
庁
。
あ
ら
た
め
て
、
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
し
た
。

　

合
併
後
４
年
間
、
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
負
の
要
件

を
是
正
し
、
等
し
く
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
目
指
し
な
が
ら
努
力
さ
れ
て
こ

ら
れ
た
牧
前
市
長
、
鎌
田
教
育
長
、
さ

ら
に
は
現
場
で
真
摯
な
取
り
組
み
を
さ

れ
て
き
た
職
員
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
敬

意
を
表
し
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
。
わ
が
国
は
か
つ
て
経
験
し
た

こ
と
が
な
い
ほ
ど
の
政
治
・
経
済
の
混

迷
の
中
に
あ
り
ま
す
。
私
は
、
こ
の
秋

口
ま
で
に
さ
ら
に
大
き
な
不
安
の
渦
に

巻
き
込
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
予
測

し
て
い
ま
す
が
、
逆
に
、
そ
こ
か
ら
新

た
な
国
づ
く
り
が
始
ま
る
の
で
も
あ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
国
の
再
生
の
、

そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ

ネ
が
集
積
さ
れ
て
い
る
首
都
圏
か
ら
で

は
な
く
、
本
当
の
豊
か
さ
が
宿
る
農
山

漁
村
か
ら
立
ち
上
が
っ
て
く
る
で
あ
ろ

う
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
こ
と
を
察
知
し
て
か
、
道
州
制

も
視
野
に
入
れ
、
国
は
基
礎
自
治
体
に

厚
く
財
政
支
援
を
施
し
て
い
ま
す
。
だ

か
ら
こ
そ
、
自
治
体
の
自
立
が
強
く
求

め
ら
れ
る
の
で
す
。

　

自
立
を
支
え
る
の
は
、
自
治
体
の
地

域
力
で
あ
り
、
人
間
力
で
あ
り
、
行
政

力
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
総
合
力
が
結
集

さ
れ
て
こ
そ
、
自
治
体
運
営
は
強
化
さ

れ
ま
す
。
加
え
て
、
竹
田
市
ゆ
か
り
の
、

か
の
北
九
州
市
長
、
末
吉
興
一
さ
ん
の

提
唱
す
る
『
自
治
体
の
経
営
力
』
が
同

時
に
求
め
ら
れ
る
と
い
う
の
も
、
共
鳴

で
き
ま
す
。

　

い
ま
竹
田
市
の
行
政
に
最
も
求
め
ら

れ
て
い
る
の
は
、
対
話
の
中
か
ら
生
み

出
さ
れ
る
政
策
力
で
す
。

　

私
は
行
政
マ
ン
と
し
て
25
年
間
、
県

議
会
議
員
と
し
て
足
掛
け
８
年
間
、
地

域
貢
献
の
道
を
歩
ま
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
地
域
の
再
生
を
図
る
に
、
従

来
の
よ
う
に
国
に
そ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

求
め
る
と
い
う
時
代
で
は
な
い
と
思
い

ま
す
。
自
治
体
独
自
の
、
独
創
性
の
あ

る
政
策
を
も
っ
て
再
生
を
果
た
す
べ
き

で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　

国
の
揺
ら
ぎ
そ
の
ま
ま
に
揺
ら
ぐ
地

方
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。
い

ま
こ
そ
、
竹
田
市
な
ら
で
は
の
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
政
策
に
よ
っ
て
、
竹
田
市
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー(

個
性)

を
確

立
す
べ
き
で
す
。

　

そ
こ
で
、
私
は
市
政
の
基
本
に
、
Ｔ

О
Ｐ
運
動
を
掲
げ
ま
す
。

　

Ｔ
は
竹
田
市
の
、
そ
し
て
挑
戦(

ト

ラ
イ)

の
頭
文
字
、
О
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
、

ま
た
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
頭
文
字
、
Ｐ
は

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

　

そ
し
て
、
そ
の
象
徴
的
政
策
と
し
て
、

全
国
に
先
駆
け
て
、『
農
村
回
帰
宣
言

市
』
を
提
案
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

都
会
で
リ
タ
イ
ア
し
た
団
塊
の
世
代

の
『
終
の
棲
家
』
と
し
て
、
全
国
に
竹

田
市
へ
の
移
住
を
促
す
政
策
で
す
。
空

き
家
や
荒
廃
し
た
田
畑
を
活
用
し
、
少

子
・
高
齢
化
・
過
疎
化
を
食
い
止
め
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再
生
も
実
現
し
よ

う
と
す
る
政
策
で
す
。
す
で
に
、
国
が

支
援
に
動
き
始
め
て
い
る
視
点
で
す
。

無
理
な
く
、
無
駄
な
く
地
域
に
元
気
を

呼
び
起
こ
す
運
動
と
し
て
提
案
し
ま

す
。

　

さ
ら
な
る
施
策
は
、
次
回
か
ら
連
載

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
竹
田
市
を

全
国
区
に
押
し
上
げ
る
た
め
、
す
べ
て

の
し
が
ら
み
を
払
拭
し
、
地
域
を
越
え

て
市
民
が
行
政
と
一
枚
岩
と
な
っ
て
挑

戦
で
き
る
夢
と
希
望
に
満
ち
た
竹
田
市

を
創
造
し
た
い
と
、
決
意
を
新
た
に
し

て
い
ま
す
。

竹田市長　　首藤　勝次

当選証書付与式就任の訓示をする首藤市長 拍手の中、初登庁

市長就任のごあいさつ

対話から生まれる政策力で
　　　竹田市の個性の確立を
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※
転
出
さ
れ
た
人
が
投
票
す
る
場

　

合
は「
引
き
続
き
の
証
明
書（
引

　

き
続
き
県
内
の
市
町
村
に
住
所

　

を
有
す
る
旨
の
証
明
書
）」
を

　

添
付
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ

　

り
ま
す
。

　
　

な
お
、「
引
き
続
き
の
証
明

　

書
」
は
、
住
民
票
担
当
課
で
無

　

料
で
発
行
さ
れ
ま
す
。

投
票
方
法

■
投
票
方
法

　

投
票
は
、
記
名
式
投
票
で
す
。

　

投
票
用
紙
に
候
補
者
の
氏
名
を

書
き
ま
す
。

■
投
票
時
間

　

投
票
時
間
は
、
各
投
票
所
と
も

７
時
か
ら
18
時
ま
で
で
す
。

■
投
票
所

　

投
票
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
竹
田
幼
稚
園

②
岡
本
小
学
校
体
育
館

③
明
治
地
区
多
目
的
集
会
所

④
豊
岡
小
学
校
体
育
館

⑤
城
原
地
区
館

⑥
宮
城
台
小
学
校
体
育
館

⑦
玉
来
分
館
体
育
館

⑧
松
本
分
館

⑨
菅
生
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

⑩
祖
峰
小
学
校
体
育
館

⑪
嫗
岳
分
館

⑫
宮
砥
分
館
体
育
館

⑬
片
ヶ
瀬
集
会
所

⑭
荻
公
民
館

⑮
柏
原
公
民
館

⑯
久
住
公
民
館

⑰
白
丹
公
民
館

⑱
都
野
公
民
館

⑲
直
入
支
所
大
会
議
室

⑳
旧
下
竹
田
小
学
校
体
育
館

□
期
日
前
投
票

　

投
票
日
当
日
に
仕
事
や
旅
行
、

レ
ジ
ャ
ー
、
冠
婚
葬
祭
等
の
用
務

が
あ
る
な
ど
、
一
定
の
事
由
に
よ

り
ど
う
し
て
も
投
票
所
に
行
け
な

い
人
は
、
期
日
前
投
票
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

※
入
場
整
理
券
が
届
い
て
い
る
場

　

合
は
期
日
前
投
票
の
際
ご
持
参

　

く
だ
さ
い
。

期
間　

５
月
２
日
㈯
～
９
日
㈯

時
間　

８
時
30
分
～
20
時
ま
で

場
所　

竹
田
市
役
所
３
階
会
議
室

　
　
　

荻
支
所
１
階
会
議
室

　
　
　

久
住
支
所
３
階
会
議
室

　
　
　

直
入
支
所
大
会
議
室

□
不
在
者
投
票

郵

　便

　

重
度
の
身
体
障
害
者
等
で
、
郵

便
投
票
証
明
書
を
持
っ
て
い
る
人

に
限
っ
て
自
宅
で
投
票
し
、
郵
便

で
投
票
で
き
る
制
度
で
す
。

　

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す

る
人
は
、
事
前
に
郵
便
投
票
証
明

書
の
交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
の
で
、
早
め
に
選
挙
管
理
委

員
会
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

施

　設

　

県
指
定
の
病
院
、
老
人
ホ
ー
ム

等
に
入
院
、
入
所
さ
れ
て
い
る
人

は
、
施
設
で
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
。

　

施
設
の
事
務
の
方
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

入
場
整
理
券

　

入
場
整
理
券
は
郵
送
し
ま
す
。

・
入
場
整
理
券
に
記
載
さ
れ
て
い

　

る
投
票
所
で
な
け
れ
ば
投
票
す

　

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

・
入
場
整
理
券
を
な
く
し
た
場
合

　

は
、
投
票
所
で
再
作
成
し
て
も

　

ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
市
内
で
転
居
し
て
、
新
住
所
に

　

入
場
整
理
券
が
届
か
な
か
っ
た

　

り
、
内
容
等
に
不
明
な
点
が
あ

　

り
ま
し
た
ら
、
選
挙
管
理
委
員

　

会
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

登
録
日　

４
月
30
日
㈭

期
間　

５
月
１
日
㈮

時
間　

８
時
30
分
～
17
時

場
所　

選
挙
管
理
委
員
会

●
お
問
い
合
せ

　

竹
田
市
選
挙
管
理
委
員
会

　

☎
63
‐
４
８
１
４

私たち一人一人の声を県政に

 告示日　５月１日㈮
 投票日　５月 10 日㈰　7 時～ 18 時まで
 開　票　５月 10 日㈰　20 時～　竹田市体育センター

５月 10 日㈰は、大分県議会議員
　竹田市選挙区補欠選挙の投票日です。

 

投
票
で
き
る
人

■
年
齢

　

平
成
元
年
５
月
11
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人

■
転
入
し
た
人

　

平
成
21
年
１
月
30
日
ま
で
に
転

入
の
届
出
を
し
、
投
票
日
ま
で
引

き
続
き
居
住
し
て
い
る
人

■
転
出
し
た
人

　

投
票
日
ま
で
に
県
外
に
転
出
し

た
人
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

　

県
内
他
市
町
村
に
転
出
し
た
人

で
、
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
人

は
投
票
で
き
ま
す
。

・
竹
田
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
載

　

さ
れ
て
い
る
人
で
平
成
21
年
１

　

月
10
日
以
降
に
県
内
他
市
町　

村
に
転
出
し
た
人

・
転
出
先
の
市
町
村
に
投
票
日
ま

　

で
引
き
続
き
居
住
し
て
い
る
人

・
転
出
先
の
市
町
村
の
選
挙
人
名

　

簿
に
登
載
さ
れ
て
い
な
い
人
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裁
判
員
制
度

　

裁
判
員
制
度
は
、
国
民
の
皆
さ

ん
に
裁
判
に
参
加
し
て
い
た
だ

く
制
度
で
、
平
成
16
年
５
月
21
日

に
「
裁
判
員
の
参
加
す
る
刑
事
裁

判
に
関
す
る
法
律
」
が
成
立
し
、

本
年
５
月
21
日
か
ら
実
施
さ
れ

ま
す
。

　

個
別
の
事
件
に
つ
い
て
、
国
民

の
皆
さ
ん
か
ら
選
ば
れ
た
６
人

の
裁
判
員
の
方
に
、
刑
事
手
続
の

う
ち
地
方
裁
判
所
で
行
わ
れ
る

刑
事
裁
判
に
参
加
し
て
も
ら
い
、

３
人
の
裁
判
官
と
一
緒
に
被
告

人
が
有
罪
か
無
罪
か
、
有
罪
の
場

合
ど
の
よ
う
な
刑
に
す
る
の
か

を
決
め
て
も
ら
う
制
度
で
す
。

　

裁
判
員
制
度
で
は
、
裁
判
の
進

め
方
や
そ
の
内
容
に
国
民
の
視

点
、
感
覚
が
反
映
さ
れ
ま
す
の

で
、
そ
の
結
果
、
裁
判
全
体
に
対

す
る
国
民
の
理
解
が
深
ま
り
、
裁

判
が
よ
り
身
近
に
感
じ
ら
れ
、
司

法
へ
の
信
頼
が
高
ま
っ
て
い
く

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
裁
判
を
行
う
裁
判
所

　

裁
判
員
裁
判
を
行
う
裁
判
所

は
、
地
方
裁
判
所
の
全
て
の
本
庁

（
50
か
所
：
各
都
道
府
県
の
県
庁

所
在
地
の
ほ
か
、
函
館
、
旭
川
、

釧
路
）
及
び
一
部
の
地
方
裁
判
所

支
部
（
10 
か
所
：
立
川
、
小
田
原
、

沼
津
、
浜
松
、
松
本
、
堺
、
姫
路
、

岡
崎
、
小
倉
、
郡
山
）
で
す
。

 

対
象
と
な
る
事
件

　

裁
判
員
裁
判
の
対
象
と
な
る
の

は
、
国
民
の
関
心
の
高
い
一
定
の

重
大
な
犯
罪
に
関
す
る
第
一
審

（
地
方
裁
判
所
）
の
刑
事
訴
訟
事

件
で
す
。

　

代
表
的
な
も
の
を
あ
げ
る
と
次

の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

・
人
を
殺
し
た
場
合
（
殺
人
） 

・
強
盗
が
人
に
け
が
を
さ
せ
、
あ

　

る
い
は
死
亡
さ
せ
て
し
ま
っ
た

　

場
合(

強
盗
致
死
傷
） 

・
人
に
け
が
を
さ
せ
、
死
亡
さ
せ

　

て
し
ま
っ
た
場
合
（
傷
害
致
死
） 

・
泥
酔
し
た
状
態
で
自
動
車
を
運

　

転
し
て
人
を
ひ
き
、
死
亡
さ
せ

　

て
し
ま
っ
た
場
合
（
危
険
運
転

　

致
死
） 

・
人
の
住
む
家
に
放
火
し
た
場
合

　
（
現
住
建
造
物
等
放
火
） 

・
身
代
金
を
取
る
目
的
で
人
を
誘

　

拐
し
た
場
合
（
身
代
金
目
的
誘

　

拐
） 

・
子
ど
も
に
食
事
を
与
え
ず
、
放

　

置
し
た
た
め
死
亡
し
て
し
ま
っ

　

た
場
合
（
保
護
責
任
者
遺
棄
致

　

死
） 

 

裁
判
員
に
選
ば
れ
る
人

　

裁
判
員
は
、
20
歳
以
上
の
有
権

者
（
衆
議
院
議
員
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
た
人
）
の
中
か
ら
、
く

じ
に
よ
り
無
作
為
に
選
ば
れ
ま

す
。

　

ま
た
、
裁
判
員
は
、
各
地
方
裁

判
所
の
管
轄
区
域
に
居
住
す
る
有

権
者
の
中
か
ら
選
任
さ
れ
ま
す
の

で
、
居
住
地
を
管
轄
す
る
地
方
裁

判
所
以
外
の
裁
判
所
の
裁
判
員
に

選
ば
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆ 

裁
判
員
に
な
れ
な
い
人

　

裁
判
員
は
、
司
法
と
い
う
国
の

作
用
に
直
接
関
与
し
、
非
常
勤
の

国
家
公
務
員
と
な
り
ま
す
の
で
、

国
家
公
務
員
に
な
る
資
格
の
な
い

私の視点、私の感覚、私の言葉で参加します。

裁
判
員
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
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一
時
保
育
サ
ー
ビ
ス
・
介
護

　

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
ヘ
向
け
て

　

育
児
中
の
方
や
親
族
等
の
介
護

を
行
っ
て
い
る
方
は
、
辞
退
の
申

立
て
を
す
る
こ
と
が
可
能
で
す

が
、
辞
退
の
申
立
て
を
せ
ず
に
裁

判
員
候
補
者
あ
る
い
は
裁
判
員
と

し
て
裁
判
所
に
来
て
い
た
だ
く
方

が
安
心
し
て
裁
判
員
裁
判
に
参
加

で
き
る
よ
う
に
、
裁
判
所
で
は
、

厚
生
労
働
省
や
市
区
町
村
な
ど
の

地
方
自
治
体
と
協
力
し
て
、
一
時

保
育
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で

き
る
よ
う
な
態
勢
づ
く
り
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
裁
判
員
裁
判
を
実

施
す
る
裁
判
所
に
対
応
す
る
す
べ

て
の
地
方
自
治
体
に
お
い
て
、
一

時
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る

態
勢
が
整
備
さ
れ
る
見
込
み
と
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
介
護
を
行
っ
て
い
る
方

に
つ
い
て
も
、
通
所
介
護
や
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
と
い
っ
た
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
て
裁
判
員
裁
判
に

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

 

裁
判
員
制
度
に
つ
い
て
の
お

 

問
い
合
せ
は
、
大
分
地
方
裁
判

 

所
総
務
課
庶
務
係
（
☎
０
９
７

 

‐
５
３
２
‐
７
１
６
１
）
ま
で
。

人
や
、
司
法
作
用
に
関
与
す
る
こ

と
が
相
応
し
く
な
い
禁
錮
以
上
の

刑
に
処
せ
ら
れ
た
こ
と
の
あ
る
人

な
ど
は
裁
判
員
に
な
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
広
く
国
民
の
良
識
を
裁

判
に
反
映
さ
せ
る
と
い
う
裁
判
員

制
度
の
趣
旨
か
ら
法
律
専
門
職
な

ど
が
、
三
権
分
立
へ
の
配
慮
か
ら

国
会
議
員
な
ど
が
、
従
事
す
る
職

務
の
特
殊
性
等
か
ら
自
衛
官
な
ど

が
、
そ
れ
ぞ
れ
裁
判
員
の
職
務
に

就
く
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。

◆
選
ば
れ
る
人
数

　

裁
判
員
は
、
原
則
と
し
て
事
件

ご
と
に
６
人
選
任
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
裁
判
の
途
中
で
裁
判
員

の
人
数
が
不
足
し
た
場
合
に
備

え
、
補
充
裁
判
員
を
選
任
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

補
充
裁
判
員
は
、
最
初
か
ら
審

理
に
立
ち
会
い
、
現
実
に
裁
判
員

が
急
病
等
で
出
席
で
き
な
い
よ
う

な
場
合
に
、
代
わ
っ
て
裁
判
員
に

選
任
さ
れ
ま
す
。

※
裁
判
員
を
辞
退
で
き
る
場
合

　

広
範
な
国
民
の
参
加
に
よ
り
そ

の
良
識
を
裁
判
に
反
映
さ
せ
る
と

い
う
裁
判
員
制
度
の
趣
旨
か
ら
、

法
律
上
裁
判
員
に
な
る
こ
と
は
義

務
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
国
民
の
負
担
が
著
し

く
大
き
な
も
の
に
な
る
こ
と
を
回

避
す
る
た
め
、
法
律
や
政
令
（「
裁

判
員
の
参
加
す
る
刑
事
裁
判
に
関

す
る
法
律
第
16
条
第
８
号
に
規
定

す
る
や
む
を
得
な
い
事
由
を
定
め

る
政
令
」）
で
、
辞
退
を
申
し
立

て
る
こ
と
が
で
き
る
事
由
を
定
め

て
い
ま
す
。

 
裁
判
員
の
仕
事
や
役
割

　

裁
判
員
の
職
務
は
大
き
く
分
け

て
、
法
廷
で
の
審
理
に
立
ち
会
う

こ
と
、
評
議
で
意
見
を
述
べ
る
こ

と
、
判
決
の
宣
告
に
立
ち
会
う
こ

と
の
３
つ
で
す
。

①
法
廷
で
の
審
理

　

裁
判
官
と
一
緒
に
、
刑
事
事
件

の
法
廷
（
公
判
と
い
い
ま
す
。）

に
立
ち
会
い
、
判
決
ま
で
関
与
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

公
判
は
連
続
し
て
開
か
れ
ま

す
。
公
判
で
は
、
証
拠
書
類
を
取

り
調
べ
る
ほ
か
、
証
人
や
被
告
人

に
対
す
る
質
問
が
行
わ
れ
ま
す
。

裁
判
員
か
ら
証
人
等
に
質
問
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

②
評
議
、
評
決

　

証
拠
を
全
て
調
べ
た
ら
、
今
度

は
事
実
を
認
定
し
、
被
告
人
が
有

罪
か
無
罪
か
、
有
罪
だ
と
し
た
ら

ど
ん
な
刑
に
す
る
べ
き
か
を
裁
判

官
と
一
緒
に
議
論
し
（
評
議
），

決
定
す
る
（
評
決
）
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

評
議
を
尽
く
し
て
も
意
見
の
全

員
一
致
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
と

き
、
評
決
は
多
数
決
に
よ
り
行
わ

れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
裁
判
員
だ
け
に
よ
る

意
見
で
は
、
被
告
人
に
不
利
な
判

断
（
被
告
人
が
有
罪
か
無
罪
か
の

評
決
の
場
面
で
は
有
罪
の
判
断
）

を
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
裁
判
官

１
人
以
上
が
多
数
意
見
に
賛
成
し

て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

有
罪
か
無
罪
か
、
有
罪
の
場
合

の
刑
に
関
す
る
裁
判
員
の
意
見

は
、
裁
判
官
と
同
じ
重
み
を
持
ち

ま
す
。 

③
判
決
宣
告

　

評
決
内
容
が
決
ま
る
と
、
法
廷

で
裁
判
長
が
判
決
を
宣
告
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

 

よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に

 

参
加
し
て
い
た
だ
く
た
め
に

特
別
な
体
暇
制
度
の

　
　
　
　
　

創
設
ヘ
向
け
て

　

裁
判
所
で
は
、
お
勤
め
の
方
に

も
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

法
務
省
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
と

も
連
携
し
、
企
業
経
営
者
向
け
の

説
明
会
を
行
っ
た
り
、
各
企
業
等

に
直
接
伺
う
な
ど
し
て
、
特
別
の

休
暇
制
度
の
創
設
な
ど
環
境
の
整

備
へ
の
協
力
を
働
き
か
け
て
き
ま

し
た
。

　

ま
た
企
業
等
に
お
い
て
も
、
従

業
員
の
方
が
裁
判
員
裁
判
に
参
加

し
や
す
い
よ
う
に
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
多
く

の
企
業
や
団
体
で
特
別
の
体
暇
制

度
を
導
入
し
た
と
報
道
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
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※告知放送サービスのみの加入者の場合は、①③④の工事になります。
※各機器には電源 ( コンセント ) が必要です。（市でテーブルタップを準備します。）
※ＩＰ電話とは、テレビサービス加入者間（市内）無料電話のことです。
※現在ご使用の電話の機種によっては、ＩＰ電話として使用できない場合や、機能の一部が使用できない
　ことがあります。

宅 内 工 事 指 定 業 者
　テレビ接続 ( 配線 ) 工
事、ＩＰ電話接続（左
図の⑤から⑦まで）を
行います。
　加入者個人で工事依
頼をお願いします。

【テレビの宅内工事】
　テレビ放送サービスに加入の申し込みをされた方は、「広報たけた４月号」の６ページに掲載してい
る宅内工事指定業者の中から選んで、直接工事を依頼してください。依頼時期は、告知端末機の設置
工事が終わって１か月以内にお願いします。
　宅内工事費用は加入者の負担です。工事を行った業者へお支払いください。

【ご協力のお願い】
　□告知端末機等を設置する場所をあらかじめ家庭内で話し合っておいてください。
　□電柱から家屋の外壁までの工事の事前確認に伺います。
　□ＮＴＴ西日本グループから工事等のご案内の電話をさせていただくことがあります。
　□工事の立会いをお願いします。（工事は概ね２～３時間程度要します）

　電柱に光ケーブルを架けた後は、各家への引込工事を行います。工事を効率的に進めるために、
お早めの加入申込をお願いします。
　また、引き続き電柱調査や二次占用承諾、伝送路工事にご理解とご協力をお願いします。

○光ケーブル引込から告知端末機までの工事 に関するお問い合せ
　　　ＮＴＴ西日本竹田現場事務所　☎ 62-4097（平日 9:00 ～ 17:00）

○テレビ宅内工事 の依頼やお問い合せ
　　　宅内工事指定業者（※「広報たけた４月号」の６ページをご覧ください。）

○ケーブルネットワーク全般 に関するお問い合せ
　　　企画情報課　☎ 63-4801

ＮＴＴ西日本グループ
　引込工事から告知端
末機取付まで（左図の
①から④まで）を行い
ます。

引込工事、宅内工事にご協力をお願いします。
　ケーブルネットワークの工事については、現在、久住・直入地域を先行して進めてい
ます。各家庭への引込工事は６月から順次開始します。また、竹田地域の北部地区の伝
送路工事も開始します。

ケーブルネットワーク特集　第 22 回

引込工事、宅内工事の概要（※テレビ放送サービス加入者の場合）

加入申込はお早めに！

お問い合せはこちらまで



7　2009 年 5 月発行

食育ツーリズム雇用創出大作戦（新パッケージ事業）

　平成 19 年 10 月から実施している厚生労働省の
委託事業「雇用創造推進事業（通称 “新パッケージ
事業”）」は、本年度（22 年３月末）で終了します。
　これまで、観光関連と食づくり関連の 20 の講座
で人材育成のための研究会を開催し、平成 20 年度
は企業組合（登記済）や任意組合が複数設立されま
した。いずれも「竹田ブランド」にこだわり、『地産・
地加・地消』をめざして積極的に取り組んでいます。
　また、本年２月からは、「雇用創造実現事業」が
新たに加わり、観光関連、食づくり関連事業ともに
具体的な作業が始まっています。
　この実現事業は、新パッケージ事業の延長線上に
あり同事業を後押しするものです。
　モノづくり（食関連のほか、田楽火鉢、ステンド
グラス等）や仕組みづくり（観光関連）にあなたも
参加しませんか？
　お気軽にご参加、お問い合せください。

 研究会の参加者を募集しています！

☆地域雇用創造実現事業
　「チャレンジショップ」オープン間近！
　新事業である「雇用創造実現事業」では、ブランド化事業の
一つとして「チャレンジショップ」を開店します。
　空き店舗を活用し地域商社の拠点づくりと併せて、これまで
パッケージ事業で取り組んできた商品の展示を行い、商品づく
りの経過や成果を市民の皆様に紹介する施設とします。
　この施設を利用し地域商社としての起業をめざす市民を公募
する予定ですが、今年度は事業推進員が常駐し事業や商品の説
明をすることのほか、パッケージ事業に参加している市民を中
心に、会議の場、商談や研究会の場として利用できます。
　５月下旬～６月上旬を目途に開店準備を進めていますのでご
期待下さい。

開店に向けて急ピッチで準備が進む「チャレンジシ
ョップ」（旧セブンスポーツ・中本町）

田楽火鉢研究会

ここから拓く未来！竹田市経済活性化促進協議会  ☎ 62-2122  http://taketa-syokuiku.org/

〈５月の研修会〉

11 日㈪ ・岡城魅力づくり研究会
　　　　　13:30 ～（岡城会館）
　　　 ・農産加工研究会
　　　　  19:00 ～（入田「命水苑」）

12 日㈫ ・竹田直入温泉地づくり研究会
　　　　   10:00 ～（国民宿舎直入荘）
14 日㈭・ステンドグラス研究会
　　　　　  9:00 ～（工房「四季のうた」）
　　　・アレルギー等対策用品製造研究
　　　　  18:30 ～（総合社会福祉センター）

19 日㈫・田楽火鉢研究会　 9:00 ～（民芸の里）
20 日㈬・ジャム・ソース研究会
　　　　　18:00 ～（総合社会福祉センター）
21 日㈭・田楽火鉢研究会　 9:00 ～（民芸の里）
　　　  ・交流店舗拠点づくり研究会
　　　　   13:30 ～（むらさき草）

22 日㈮・商家民泊研究会　10:00 ～（場所未定）
26 日㈫・田楽火鉢研究会　9:00 ～（民芸の里）
　　　  ・どぶろく、ワイン・リキュール合同
　　　 　研究会　19:00 ～（場所未定）
　　　  ・野菜加工研究会（キクラゲ加工）
　　　　   19:00 ～（場所未定）
28 日㈭・田楽火鉢研究会　9:00 ～（民芸の里）
　　　  ・発酵商店街研究会
　　　　   19:30 ～（場所未定）



Der Friese spricht　フリース人が語る



第43 回

　今
月
号
の『
ま
る
ご
と
博
物
館
』

に
登
場
す
る
「
大
谷
溜
池
」（
大

谷
ダ
ム
）。
恥
ず
か
し
な
が
ら
場

所
さ
え
も
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、

早
速
県
境
を
越
え
、
高
森
町
ま
で

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

山
間
の
深
い
谷
に
紺
碧
の
水
を

た
た
え
、
同
じ
大
野
川
水
系
で
戦

前
に
造
ら
れ
た
白
水
ダ
ム
と
は
ま

た
違
っ
た
雰
囲
気
。
途
中
の
看
板

に
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
こ
は
水

や
山
の
「
神
の
領
域
」
で
す
。
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まちの話題

決意を述べる後藤くん

新しい校旗が後藤校長に

雨の中カッパを着ての行列（岡城跡）

肉
用
牛
農
家
の
モ
デ
ル
に　

　

飼
料
費
低
減
や
先
進
技
術
の
導

入
な
ど
、
大
規
模
肉
用
牛
農
家
の

モ
デ
ル
的
経
営
を
行
っ
て
い
る
渡

邉
勉
さ
ん
、律
子
さ
ん
ご
夫
妻
（
青

柳
）
が
、
第
40
大
分
県
農
業
賞
の

企
業
的
農
家
の
部
で
特
別
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　

竹
田
の
春
を
彩
る
「
岡
城
桜

ま
つ
り
」
が
４
月
４
日
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

小
雨
が
降
る
中
、
桜
が
舞
い

散
る
下
を
練
り
歩
く
大
名
行
列

を
見
よ
う
と
、
岡
城
跡
や
武
家

屋
敷
通
り
に
多
く
の
人
が
つ
め
か

け
ま
し
た
。

　

岡
藩
甲
冑
武
者
揃
え
に
よ
る
甲

冑
武
者
行
列
や
、
大
友
宗
麟
鉄
砲

隊
に
よ
る
火
縄
銃
の
披
露
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

ま
す
ま
す
お
元
気
で
１
０
０
歳

　

竹
田
市
で
は
、
１
０
０
歳
の
お

誕
生
日
を
迎
え
た
方
を
訪
ね
、
お

祝
い
を
述
べ
、
記
念
品
を
お
贈
り

し
て
い
ま
す
。

　

３
月
30
日
に
原
田
守
男
さ
ん

（
鬼
田
）
が
、
１
０
０
歳
の
お
誕

生
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

息子の敏治さん（左）と一緒に

独
特
の
風
合
い　

竹
和
紙

　

道
の
駅
竹
田
の
工
芸
館
で
、
木

工
な
ど
の
創
作
活
動
に
取
り
組
む

竹
田
市
工
芸
愛
好
会
（
森
幸
一
会

長
・
６
人
）
の
三
浦
博
資
さ
ん
が
、

真
竹
を
原
料
に
し
た
竹
和
紙
を
製

作
し
ま
し
た
。
手
触
り
が
独
特
で
、

名
刺
な
ど
に
使
え
ま
す
。

名刺以外に和紙人形にも

笑顔の渡邉さんご夫妻

空砲とは思えない轟音

第
61
回　

岡
城
桜
ま
つ
り

桜の下を勇壮に練り歩く（武家屋敷通り）

自
慢
で
き
る
小
学
校
に

　

３
月
末
で
閉
校
に
な
っ
た
明

治
・
竹
田
の
両
小
学
校
が
統
合
し

て
、
新
し
く
誕
生
し
た
竹
田
小
学

校
の
開
校
式
が
、
４
月
８
日
に
同

校
の
体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

児
童
を
代
表
し
て
後
藤
健
二
郎

く
ん
（
６
年
）
が
「
両
校
の
歴
史

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
仲
良
く
力

を
合
わ
せ
、
自
慢
で
き
る
竹
田
小

学
校
を
創
っ
て
い
き
た
い
」
と
決

意
を
述
べ
ま
し
た
。
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まちの話題

平成 20 年度たけた竹灯籠
「竹楽」フォトコンテスト

　４月 16 日、竹田市観光ツーリズム協
会竹田支部で、平成 20 年度たけた竹灯
籠「竹楽」フォトコンテストの審査会が
開かれました。
　35 点の応募作品の中から最優秀賞な
ど７作品が選ばれました。最優秀賞と優
秀賞の３作品は、竹楽切手シート（50
円切手）になります。
　表彰式は５月 13 日㈬に竹田市役所で、
作品展は９月１日㈫～ 13 日㈰まで市民
ギャラリー水琴館で行なわれます。

　

４
月
19
日
、「
第
９
回
長
湯
菜

の
花
祭
り
」
が
、
権
現
山
周
辺
の

特
設
会
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

菜
の
花
カ
ッ
ト
で
祭
り
が
ス
タ

ー
ト
。
会
場
で
は
、
伝
統
芸
能
の

白
熊
や
子
ど
も
神
楽
、
餅
つ
き
体

験
な
ど
が
行
な
わ
れ
た
ほ
か
、
焼

肉
や
だ
ん
ご
汁
、
椎
茸
か
し
わ
飯

な
ど
の
料
理
も
販
売
さ
れ
ま
し

た
。

初夏を思わせる陽気に菜の花も満開に境内には美しい花を咲かせたたくさんのぼたんが
　

英
雄
時
ぼ
た
ん
会
が
、
４
月
20

日
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

英
雄
寺
の
ぼ
た
ん
は
、
岡
藩
三

代
藩
主
秀
成
公
が
慶
長
の
役
の
際

に
持
ち
帰
っ
た
も
の
と
い
わ
れ
て
お

り
、
四
百
年
経
っ
た
今
で
も
美
し
い

花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。

　

法
要
の
後
、「
不
老
長
寿
」
の
効

果
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
牡
丹
酒
が

振
舞
わ
れ
ま
し
た
。

４
年
ぶ
り
の
山
村
留
学
生

　

城
原
小
学
校
に
山
口
県
か
ら
鴨

田
紗
菜
さ
ん
（
５
年
）
が
４
年
ぶ

り
に
山
村
留
学
し
ま
し
た
。
里
親

と
な
る
河
野
英
雄
さ
ん
・
喜
美
子

さ
ん
夫
妻
（
米
納
）
は
「
孫
が
増

え
た
。
自
然
を
教
え
て
あ
げ
た
い
」

と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

会場に集まった新市長・新議員ら

美しい作品揃いに悩む審査員

河野さんご夫妻と紗菜さん（前列右）
（前列左は母親の真美さん）

素材をとアイディアを活かした商品が並ぶ

秋の夜長
月も参観
城下の昔日
竹楽
雅（みやび）
八幡山横丁

竹灯籠と石灯籠

久住町
福岡市
群馬県
別府市
出水市
福岡市

静岡県

森　　祐司
貞光　　剛
高野　日吉
吉田　　巧
田中　　繁
野田　　達

大須賀信市

最優秀賞
優秀賞
〃

佳　作
〃
〃

大分合同
新聞社賞

■審査結果

日
焼
け
し
た
凛
々
し
い
笑
顔

　

４
月
14
日
、
竹
田
市
長
選
挙
と

竹
田
市
議
会
議
員
選
挙
の
当
選
証

書
付
与
式
が
、
竹
田
市
役
所
で
行

わ
れ
、
森
文
夫
選
挙
管
理
委
員
長

か
ら
市
長
、
市
議
会
議
員
あ
わ
せ

て
23
名
に
当
選
証
書
が
付
与
さ
れ

ま
し
た
。

地
元
の
素
材
に
を
大
切
に

　

新
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業
の
農
産
研

究
会
か
ら
、
規
格
外
等
で
捨
て
ら

れ
て
い
た
素
材
を
大
切
に
活
か
そ

う
と
「
竹
田
た
な
ぼ
た
幸こ
う
ぼ
う房
」
が

誕
生
し
、
商
品
を
紹
介
・
販
売
す

る
催
し
が
、
４
月
18
日
に
道
の
駅

竹
田
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
９
回
長
湯
菜
の
花
祭
り

英
雄
寺　

ぼ
た
ん
会
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健
康
相
談
を
ご
希
望
の
方
は

健
康
増
進
課
及
び
各
支
所
市
民

生
活
課
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

い
。
随
時
承
り
ま
す
。

保健だより
本 庁 健 康 増 進 課　☎ 63-4810
荻 支 所 市 民 生 活 課　☎ 68-2214
久住支所市民生活課　☎ 76-1419
直入支所市民生活課　☎ 75-2211

好
き
嫌
い
の
訳
Ⅰ

　

皆
さ
ん
、
食
べ
物
の
好
き
嫌
い

は
あ
り
ま
す
か
。
野
菜
が
嫌
い
と

か
牛
乳
が
飲
め
な
い
と
か
い
ろ
い

ろ
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
な

ぜ
好
き
嫌
い
が
生
じ
る
の
か
調
べ

て
み
ま
し
た
。

　

味
に
は
４
つ
の
基
本
的
な
も
の

が
あ
り
ま
す
。
甘
味
、
塩
味
、
酸

味
、
苦
味
で
す
。
人
間
は
こ
れ
ら

の
う
ち
甘
味
と
適
度
な
塩
味
は
、

体
に
と
っ
て
好
ま
し
い
味
、
生
き

て
い
く
の
に
必
要
な
味
と
感
じ
ま

す
。
反
対
に
、
特
に
子
ど
も
の
頃

は
苦
い
も
の
、
酸
っ
ぱ
い
も
の
が

嫌
い
で
す
。
こ
れ
は
動
物
と
し
て

の
本
能
で
、
食
べ
て
も
大
丈
夫
な

も
の
か
ど
う
か
を
味
や
匂
い
で
確

認
す
る
と
き
に
、
苦
い
も
の
は
毒

か
も
し
れ
な
い
と
警
戒
し
、
酸
っ

ぱ
い
も
の
は
腐
敗
し
て
い
る
か
も

し
れ
な
い
と
警
戒
す
る
よ
う
に
私

た
ち
の
遺
伝
子
に
書
き
込
ま
れ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
。
で
す
か
ら
ピ

ー
マ
ン
や
ニ
ガ
ウ
リ
は
、
子
ど
も

に
は
人
気
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
子
ど
も
の
頃
に
ビ
ー
ル

を
舐
め
て
「
ど
う
し
て
大
人
は
こ

ん
な
に
苦
い
も
の
を
喜
ん
で
飲
ん

で
い
る
の
だ
ろ
う
？
ジ
ュ
ー
ス
の

ほ
う
が
美
味
し
い
の
に
」
と
感
じ

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
う

感
じ
て
い
た
子
ど
も
が
成
長
し
、

大
人
に
な
る
と
ビ
ー
ル
が
大
好
き

に
な
っ
て
し
ま
う
の
は
、
何
回
か

飲
ん
で
い
る
う
ち
に
「
こ
れ
は
毒

で
は
な
い
」
と
学
習
し
、
の
ど
の

渇
き
を
い
や
し
て
く
れ
て
、
飲
む

と
少
し
酔
っ
て
楽
し
い
気
分
に

な
る
こ
と
を
覚
え
て
く
る
か
ら
で

す
。
苦
い
も
の
の
中
に
も
毒
以
外

の
も
の
が
あ
る
こ
と
を
成
長
と
と

も
に
学
習
し
て
い
く
の
で
す
。
同

じ
よ
う
に
、
酢
の
物
が
大
好
き
な

子
ど
も
は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん

が
、
成
長
し
て
く
る
と
だ
ん
だ
ん

好
き
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
「
年
を
と
る
と
嗜
好
が
変
わ
る
」

と
言
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
本
能
か

ら
く
る
苦
味
や
酸
味
に
対
す
る
警

戒
感
を
学
習
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

徐
々
に
変
化
さ
せ
る
こ
と
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
好
き

嫌
い
の
す
べ
て
は
説
明
で
き
ま
せ

ん
。
な
ぜ
な
ら
、
大
人
で
も
か
な

り
の
好
き
嫌
い
が
残
っ
て
い
る
人

が
い
る
か
ら
で
す
。
続
き
は
次
回

号
で
述
べ
ま
す
。

（
院
長　

大
多
和　

聡
）

竹
田
医
師
会
病
院
か
ら

 

健
康
診
断
の
受
け
方

　

竹
田
市
が
実
施
す
る
健
康
診
断

（
健
診
）
に
は
次
の
３
通
り
が
あ

り
ま
す
。
ど
こ
か
１
か
所
を
選
択

し
て
健
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

◇
地
区
巡
回
の
集
団
健
診

　

６
月
～
９
月
初
め
ま
で
市
内
を

検
診
車
で
巡
回
す
る
健
診
で
す
。

　

日
程
及
び
会
場
に
つ
い
て
は
、

４
月
に
配
布
し
た
チ
ラ
シ
（
濃
い

ピ
ン
ク
色
）を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

内
容
…
特
定
健
診
・
介
護
予
防
健

　
　
　

診
・
が
ん
検
診
等

◇
厚
生
連
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

（
別
府
市
鶴
見
病
院
）
で
の
健
診

　

期
間
は
５
月
～
翌
年
１
月
ま
で

で
、
４
月
と
９
月
の
自
治
会
回
覧

文
書
で
募
集
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
、
Ｊ
Ａ
お
お
い
た

大
分
み
ど
り
地
域
本
部
が
受
け
付

け
ま
す
。

内
容
…
特
定
健
診
・
介
護
予
防
健

　
　
　

診
・
が
ん
検
診
等

◇
市
内
指
定
医
療
機
関（
13
か
所
）

で
の
個
別
健
診

　

期
間
は
５
月
～
翌
年
１
月
ま
で

（
後
期
高
齢
者
は
４
月
か
ら
翌
年

３
月
）
ま
で
で
、
事
前
に
指
定
医

療
機
関
に
予
約
が
必
要
で
す
。

　

指
定
医
療
機
関
に
つ
い
て
は
、

４
月
に
配
布
し
た
チ
ラ
シ
（
濃
い

ピ
ン
ク
色
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

内
容
…
特
定
健
診
・
介
護
予
防
健

　
　
　

診

◎
健
診
時
に
持
っ
て
く
る
物

・
特
定
健
康
診
査
受
診
券
（
竹
田

　

市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ

　

て
い
る
方
は
黄
色
の
用
紙
、
後

　

期
高
齢
者
は
ハ
ガ
キ
）

・
健
康
保
険
証

・
介
護
保
険
被
保
険
者
証
（
65
歳

　

以
上
の
方
）

※
確
認
で
き
な
い
場
合
は
、
受
診

　

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

　

で
、
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◎
健
診
料
金

　

特
定
健
診
の
料
金
は
、
受
診
券

に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
は
無
料
で
す
。

　

が
ん
検
診
の
料
金
は
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

※
健
診
料
補
助
は
年
１
回
で
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

健
康
増
進
課 

☎
63‒
４
８
１
０

健
康
診
断
を
受
け
て

　
　

健
康
管
理
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
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春野菜たっぷり！ミネストローネスープ
□作り方
１　野菜（人参・タマネギ・ジャガ
　イモ・セロリはさいころ、キャベ
　ツは短冊、アスパラガスは斜め）　
　とベーコン（短冊）、豚もも肉（こ
　ま切れ）を切る。
２　鍋に油をひき、豚もも肉とベー
　コンを炒め、人参・タマネギ・セ
　ロリを入れ、炒める。
３　野菜がしんなりしてきたら、ジ
　ャガイモと水、コンソメを入れ、　
　沸騰してきたらマカロニを入れる。
　（灰汁が出たら取る）
４　軟らかくなったら、キャベツと
　アスパラガスを入れ、調味料で味
　を整える。

◎新じゃがはくずれやすいので、あまり強火にしないように！

　竹田は高冷地のため、春野菜が市場に出回る時期が少し遅くなりますが、寒い冬に育った野菜は
甘みが多く、特にスープや汁にすると野菜のうま味がほどよく、とてもまろやかな味に仕上がります。
また、ビタミンＣが多く含まれ、サラダなどにも最適です。
　せっかくの旬の野菜ですので、野菜のうま味が感じられるように、うす味で召し上がってください。

今月の食材　 春野菜

 今月の
食 育レシピ ■材料（4 人分）

マカロニ（スパゲティ）
　　　　　　　　　　20 ㌘
新人参　　　　　　 1/2 本
新タマネギ　　　　 中 1 個
春キャベツ　　　　　  ２枚
新ジャガイモ　　　 中 1 個
セロリ　　　　　　 1/4 本
トマト（トマトジュース）
　　　　　　中 1 個（1 本）
豚もも肉　　　　　  80 ㌘
ベーコン　　　　　　 1 枚
アスパラガス　　　　 1 本
コンソメ　　　　　　 1 個
塩・こしょう　　　　 少々
赤ワイン　　　　 小さじ 2
油　　　　　　　 小さじ 1

　

今
月
は
、
介
護
認
定
を
受
け
て

い
な
い
65
歳
以
上
の
人
を
対
象
に

実
施
し
て
い
る
介
護
予
防
健
診
の

問
診
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
介
護
予
防
健
診
は
特
定
健
診
と

併
せ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。）

 

か
ら
だ
の
動
き
の
チ
ェ
ッ
ク

　

要
介
護
状
態
に
な
る
原
因
の
う

ち
、
加
齢
に
よ
る
衰
弱
、
転
倒
・

骨
折
、
関
節
疾
患
な
ど
、
運
動
器

（
身
体
活
動
を
担
う
筋
・
骨
格
・

神
経
系
の
総
称
）
の
機
能
低
下
に

よ
る
も
の
が
全
体
の
３
割
を
占
め

て
い
ま
す
。

　

次
の
う
ち
３
項
目
以
上
に
該
当

す
る
人
に
、
運
動
器
の
機
能
向
上

の
た
め
の
取
り
組
み
を
お
勧
め
し

て
い
ま
す
。

□
階
段
を
手
す
り
や
壁
を
つ
た
っ

　

て
昇
っ
て
い
る
。

□
椅
子
に
座
っ
た
状
態
か
ら
何
か

　

に
つ
か
ま
っ
て
立
ち
上
が
っ
て

　

い
る
。

□
15
分
位
続
け
て
歩
く
こ
と
が
な

　

い
。

□
こ
の
１
年
間
に
転
ん
だ
こ
と
が

　

あ
る
。

□
転
倒
に
対
す
る
不
安
が
大
き
い
。

 

栄
養
状
態
の
チ
ェ
ッ
ク

　

老
化
を
防
い
で
元
気
よ
く
生
活

す
る
た
め
に
は
、
体
を
つ
く
り
、

免
疫
力
や
生
命
力
を
保
つ
た
め
に

欠
か
せ
な
い
た
ん
ぱ
く
質
と
体
を

動
か
す
源
と
な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

毎
日
の
食
事
で
十
分
に
と
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
高
齢
者
は
、
①
噛か

む

力
、
飲
み
込
む
力
の
低
下
、
手
足

の
機
能
の
低
下
な
ど
の
身
体
的
な

理
由
②
う
つ
状
態
、
認
知
症
に
よ

る
意
欲
低
下
な
ど
の
精
神
的
な
理

由
③
一
人
暮
ら
し
で
調
理
が
困
難

な
ど
の
社
会
的
な
理
由
④
そ
の
他

病
気
や
け
が
な
ど
の
理
由
で
低
栄

養
状
態
に
な
る
こ
と
が
し
ば
し
ば

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
は
口こ

う

渇か
つ

感か
ん

に
乏

し
い
た
め
、
低
栄
養
状
態
に
脱
水

状
態
が
重
な
り
、
生
命
に
関
わ
る

重
篤
な
状
態
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

 

次
の
２
項
目
と
も
に
該
当
す
る

人
に
、
栄
養
改
善
の
た
め
の
取
り

組
み
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

□
６
か
月
間
で
２
～
３
㎏
以
上
の

　

体
重
減
少
が
あ
っ
た
。

□
Ｂ
Ｍ
Ｉ
が
18
・
５
未
満
で
あ
る
。

★
Ｂ
Ｍ
Ｉ
（
肥
満
度
）

　

体
重
（
㎏
）
÷
身
長
（
ｍ
）
÷

　

身
長
（
ｍ
）

 

口
の
働
き
の
チ
ェ
ッ
ク

　

口
は
、
食
べ
る
、
話
す
、
表
情

を
豊
か
に
す
る
な
ど
、
心
身
と
も

に
健
康
で
楽
し
く
生
活
す
る
上
で

大
切
な
働
き
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
口
の
手
入
れ
は
、
高
齢

者
に
多
い
誤ご

嚥え
ん

性
肺
炎
（
口
腔
内

の
細
菌
等
が
気
管
に
入
っ
て
発
病

す
る
肺
炎
）
を
防
ぐ
た
め
に
も
、

と
て
も
大
切
で
す
。

　

次
の
う
ち
２
項
目
以
上
に
該
当

す
る
人
に
、
口
腔
機
能
の
向
上
の

た
め
の
取
り
組
み
を
お
勧
め
し
て

い
ま
す
。

□
半
年
前
に
比
べ
て
固
い
も
の
が

　

食
べ
に
く
く
な
っ
た
。

□
お
茶
や
汁
物
等
で
む
せ
る
こ
と

　

が
あ
る
。

□
口
の
渇
き
が
気
に
な
る
。

●
お
問
い
合
せ

　

保
険
課
介
護
保
険
係

　

☎
63
‐
４
８
０
９

※
３
つ
の
チ
ェ
ッ
ク
の
う
ち
、

　

一
つ
で
も
該
当
す
る
人
に
は
、

　
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

　
（
☎
64‒

０
３
１
０
）
の
保
健

　

師
等
が
介
護
予
防
の
取
り
組

　

み
を
支
援
し
ま
す
。
お
気
軽

　

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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みんなの
　　ひろば

ふ
る
さ
と
の
歌

　
「
白
百
合
の
里
」
が
完
成

　

片
ケ
瀬
自
治
会
長
の
油
布
忠
士

さ
ん
が
、
地
元
片
ケ
瀬
地
区
に
咲

く
白
百
合
を
題
材
に
し
た
歌
「
白

百
合
の
里
」
を
作
り
ま
し
た
。

　

油
布
さ
ん
は
、
昨
年
「
片
ケ
瀬

讃
歌
」
を
作
詩
し
、
敬
老
会
で
披

露
し
た
際
に
、「
次
は
白
百
合
を

題
材
に
し
た
歌
を
作
っ
て
ほ
し

い
」
と
言
わ
れ
、
こ
の
歌
を
作
詞

し
ま
し
た
。
曲
は
油
布
さ
ん
の
友

人
の
作
曲
家
白
石
哲
也
さ
ん
が
作

曲
し
、
歌
は
あ
べ
え
み
こ
さ
ん
が

歌
っ
て
い
ま
す
。

　

白
百
合
は
、
山
百
合
の
こ
と
で

別
名
箱
根
百
合
と
も
呼
ば
れ
ま

す
。
約
４
０
０
年
前
に
当
時
の
岡

藩
主
が
参
勤
交
代
の
際
に
球
根
を

食
用
に
持
ち
帰
っ
た
い
わ
れ
て
お

り
、
か
つ
て
は
い
た
る
と
こ
ろ
で

見
ら
れ
、
旧
竹
田
市
の
市
花
で
も

あ
り
ま
し
た
。

　

今
で
は
数
が
減
り
、
群
生
地
は

保
護
さ
れ
て
お
り
、
片
ケ
瀬
地
区

に
も
一
か
所
あ
り
ま
す
。

　

油
布
さ
ん
は
「
こ
の
歌
を
機
に

白
百
合
の
保
護
と
住
民
間
の
絆
が

深
ま
れ
ば
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｃ
Ｄ
を
自
費
で
１
５
０

枚
製
作
し
、
１
枚
１
、０
０
０

円
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
ご
希

望
の
方
は
油
布
さ
ん
（
☎
62
‐

２
０
５
９
）
ま
で
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。

現
代
の
〝
寺
子
屋
〟

　

豊
岡
地
区
飛
田
川
田
原
に
あ
る

浄
土
真
宗
妙
徳
山
仏ぶ

つ
ご
ん厳

寺
で
は
、

「
古
典
に
親
し
む
会
」
が
、
毎
月

１
回
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　

本
堂
に
集
ま
っ
た
約
30
人
の
参

加
者
は
、
親
鸞
に
師
事
し
た
唯
円

が
書
い
た
と
さ
れ
る
「
歎た

ん
に
し
ょ
う

異
抄
」

を
読
み
と
き
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
こ
の
日
は
釈
迦
の
誕
生

日
（
４
月
８
日
）
で
、
甘
茶
会
が

行
わ
れ
、
参
加
者
は
釈
迦
の
像
に

は
た
お
り
教
室

　

手
織
り
工
房
『
ぱ
た
ん
こ
屋
』

で
は
、
毎
月
１
回
楽
し
い
「
は
た

お
り
教
室
」
を
オ
ー
プ
ン
し
て
い

お
た
よ
り
募
集
！

　
「
広
報
た
け
た
」
で
は
、
皆
さ

ん
か
ら
の
お
た
よ
り
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

広
報
に
関
す
る
ご
意
見
、
ご

要
望
や
日
頃
の
生
活
で
ふ
と
気

づ
い
た
こ
と
な
ど
何
で
も
構
い

ま
せ
ん
。（
た
だ
し
、
内
容
に
よ

っ
て
は
掲
載
で
き
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。）
も
ち
ろ
ん
ペ
ン
ネ

ー
ム
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
貴
重
な
〝
声
〟
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

（
宛
先
）

　

〒
８
７
８
‐
８
５
５
５

　

竹
田
市
大
字
会
々
１
６
５
０

　

企
画
情
報
課　

広
報
担
当

ま
す
。

　

教
室
で
は
、
和
気
あ
い
あ
い
の

中
、
コ
ー
ス
タ
ー
や
タ
ペ
ス
ト
リ

ー
、
マ
フ
ラ
ー
、
服
な
ど
を
作
り

ま
す
。

○
日
時　

毎
月
第
３
日
曜
日

　
　
　
　

13
時
～
16
時

○
費
用
（
入
会
金
な
し
）

　

月
謝　
　

５
、０
０
０
円

　
　
（
た
て
糸
代
込
み
）

　

機
代　

１
５
、４
４
０
円　
　

　
　
（
税
込
、
初
回
に
購
入
）

●
お
問
い
合
せ

　

手
織
り
工
房
『
ぱ
た
ん
こ
屋
』

　

☎
67
‐
２
９
０
０
（
髙
木
） 

　
　

白
百
合
の
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　

油
布
忠
士

一
、
片
ケ
瀬
に
嫁
い
で
も
は
や

　
　

四
百
年

　
　

箱
根
の
山
に
別
れ
を
告
げ

　
　

私
は
永
住

　
　

こ
こ
で　

こ
こ
で

　
　

私
は
こ
こ
で　

咲
き
誇
り
ま
す

二
、
片
ケ
瀬
の
夏
を
彩
る

　
　

風
物
に

　
　

私
の
顔
が
選
ば
れ
て

　
　

幸
せ
か
み
し
め

　
　

こ
こ
で　

こ
こ
で

　
　

私
は
こ
こ
で　

咲
き
誇
り
ま
す

三
、
片
ケ
瀬
の
地
区
の
み
ん
な
に　

　
　
　

愛
さ
れ
て

　
　

ひ
っ
そ
り
あ
る
い
は
艶
や
か
に

　
　

片
ケ
瀬
白
百
合

　
　

こ
こ
で　

こ
こ
で

　
　

私
は
こ
こ
で　

咲
き
誇
り
ま
す

甘
茶
を
か
け
て
祝
い
ま
し
た
。

　

こ
の
会
に
は
、
社
会
福
祉
法
人

や
ま
な
み
福
祉
会
の
会
員
も
参
加

し
て
お
り
、
会
員
の
精
神
的
な
フ

ォ
ロ
ー
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

阿
南
龍
昭
住
職
は
「
古
典
に
親

し
む
だ
け
で
な
く
、
精
神
的
な
安

ら
ぎ
も
。
現
代
は
心
に
病
を
持
つ

人
が
多
い
時
代
。
一
人
で
悩
ま
ず

に
お
気
軽
に
参
加
し
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
「
古
典
に
親
し
む
会
」
は
、
毎

月
第
１
土
曜
日
に
同
寺
で
開
か
れ

て
い
ま
す
。
参
加
費
は
無
料
で
、

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
仏ぶ

つ
ご
ん厳
寺
（
☎
62
‐
３
５
０
４
）

ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。



図書館
から

5月の
お 知 ら せ

誕
生
お
め
で
と
う

月
生
ま
れ

（
親
・
自
治
会
）

❸
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■竹田市立図書館
　TEL・FAX 63-1048
■荻図書室（荻みらい館内）
　TEL 68-2200 ・FAX 68-2057
■久住図書室
　TEL 76-0717・FAX 76-0724
■直入図書室
　TEL 75-2240・FAX 75-2231

〔一般の本〕
・砂冥宮　　　　　　　　　　　　　内田　康夫
・だいじょうぶー往復書簡―　　　　鎌田　實
・あなたと共に逝きましょう　　　　村田　喜代子
・ニホンブンレツ　　　　　　　　　山田　悠介
・幸田文台所帖　　　　　　　　　　幸田　文

〔子どもの本〕
・妖怪アパートの幽雅な日常 10　  　香月　日輪
・ルルとララの天使のケーキ　　　　あんびるやすこ
・時の迷路　　　　　　　　　　　　香川　元太郎
・そらまめくんとながいながいまめ　なかや　みわ
・チームあした　　　　　　　　　　吉野　万里子

ほか 50 冊ほど購入しました。

竹田市立図書館の休館日は

4 日㈪・11 日㈪・18 日㈪・
22 日㈮・
25 日㈪です。

「司書おすすめの 1冊」

「告白」
  　湊かなえ　双葉社

　わが子をなくした中
学教師の復讐を描くミ
ステリー。章ごとに異
なる語り手の告白にあ
なたも読まずにはいら
れ な く な る 一 冊 で す。
2009 年本屋大賞受賞作
品で予約殺到中！

「たこやきようちえん」
　　　　　 さいとうしのぶ　ポプラ社

　みんな大好き！さい
とうしのぶさんの新し
いえほんが出ました。
おいしそうな名前のよ
うちえんにはどんなせ
んせいがいるのかな？
どんなところかな？読
んでみてね！

竹田市の人口

( 平成 21 年 3 月 31 日現在 )
　　　　　　　　　　 ( 前 月 比 )
人　口　26,023 人　 ( － 144 人 )
　男性　12,125 人　 ( － 76 人 )
　女性　13,898 人　 ( － 68 人 )
世帯数　10,621 世帯 ( －23 世帯 )

住民基本台帳登録人数

　

５
月
号
か
ら
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ

た
広
報
紙
の
編
集
を
始
め
ま
し

た
。
使
い
方
を
学
び
な
が
ら
の
作

業
な
の
で
、
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

多
く
の
人
に
読
ん
で
い
た
だ
け

る
広
報
紙
を
作
る
た
め
に
ど
ん
ど

ん
使
っ
て
み
ま
す
。「
習
う
よ
り

慣
れ
ろ
」
で
す
ね
。　
　
（
井
出
）

編

集

後

記

おはなし広場
日時　5 月 13 日㈬
　　　10：30 ～
場所　荻みらい館

おはなしルーム
日時　5 月 13 日㈬
　　　13：20 ～
場所　竹田幼稚園

ブックスタート
日時　5 月 13 日㈬
　　　13：30 ～
場所　竹田市総合社会福祉センター

おはなしのへや
日時　毎週火曜日
　　　10：30 ～
場所　竹田市立図書館

今月の新刊のご案内

『こどもの日のおはなし会』
日時　5 月 5 日㈫　① 10:30 ～　② 12:00 ～
場所　竹田市立図書館「えほんのへや」



　平成 21 年６月
に １ 歳 の 誕 生 日
を 迎 え る お 子 さ
ん の 写 真 を 募 集
します！
　 詳 し く は 企 画
情 報 課 広 報 担 当
まで。
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５
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１
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発
行

　
■

発
行

/竹
田

市
役

所
  URL http://w

w
w

.city.taketa.oita.jp  E-m
ail taketa@

city.taketa.lg.jp
■

編
集

/企
画

情
報

情
報

化
推

進
係

　
〒

878-8555　
大

分
県

竹
田

市
大

字
会

々
1650　

☎
63-4801　

■
印

刷
/㈲

朝
日

印
刷

こ
の

広
報

紙
は

再
生

紙
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

広
報

た
け

た

郷土の植物

第 50 回

　

深
い
山
地
の
落
葉
樹
の
林り
ん

床
し
ょ
う

や
林り
ん

縁え
ん

の
や
や
湿
っ
た
陰
地
に

好
ん
で
生
育
す
る
高
さ
50
㌢
ほ

ど
の
多
年
草
で
す
。
茎く
き

は
硬
く
、

赤
み
を
帯
び
て
い
ま
す
。

　

互
生
で
楕だ

円え
ん

形け
い

の
葉
は
２
回

３
出
し
ゅ
つ

複ふ
く

葉よ
う

（
全
部
で
９
個
の
小
し
ょ
う

葉よ
う

）
で
す
。
先
に
つ
く
頂
ち
ょ
う

小
し
ょ
う

葉よ
う

が
一
番
大
き
く
、
長
さ
が
10
㌢
、

幅
が
５
㌢
ほ
ど
で
す
。
葉
は
厚

い
感
じ
で
裏
面
は
緑
白
色
で
す
。

　

晩
春
の
頃
、
茎け
い

頂ち
ょ
うに

１
個
だ

け
径
５
㌢
ほ
ど
の
純
白
の
花
を

半
開
き
に
し
て
上
向
き
に
咲
か

せ
ま
す
。
中
を
の
ぞ
く
と
数
個

の
先
の
曲
が
る
雌め

し
べ
の
柱
ち
ゅ
う

頭と
う

は
黒
紫
色
で
、
多
数
の
雄お

し
べ

は
葯や
く

（
花
粉
袋
）
か
ら
出
た
黄

色
い
花
粉
で
き
れ
い
で
す
。
花

弁
は
５
個
か
ら
７
個
で
、
ほ
ん

の
数
日
で
散
り
ま
す
。

　

山
に
自
生
す
る
の
で
山や
ま

芍
し
ゃ
く

薬や
く

の
名
が
あ
り
ま
す
。

　

竹
田
で
は
く
じ
ゅ
う
・
祖
母

山
系
の
山さ
ん

麓ろ
く

か
ら
中
腹
に
か
け

て
、
た
ま
に
観
察
さ
れ
る
少
な

い
植
物
で
す
。
大
分
県
の
絶ぜ
つ

滅め
つ

危き

惧ぐ

種し
ゅ

で
す
。
花
期
は
４
月
か

ら
５
月
で
す
。

阿孫　久見

ヤマシャクヤク（キンポウゲ科）

平成 20 年
5 月生まれ

誕生日　親
（自治会）

市
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

裁
判
員
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

大
分
県
議
会
議
員
竹
田
市
選
挙
区
補
欠
選
挙

ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
特
集
第
22
回
：
引
込
・
宅
内
工
事

食
育
ツ
ー
リ
ズ
ム
：
研
究
会
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ま
ち
の
話
題
／
岡
城
桜
ま
つ
り
／
大
分
県
農
業
賞
／
竹
和
紙
／

新
竹
田
小
開
校
式
／
長
湯
菜
の
花
ま
つ
り
／
英
雄
寺
ぼ
た
ん
会
／

城
原
小
山
村
留
学
／
竹
楽
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
　
ほ
か

「薫
くん

　風
ぷう

」 
風を喰らい川面を泳ぐ鯉
のぼり。薫風わたれば、  
広がる空の青さ。
（写真・デザイン／竹蔵）

広報たけた

５　　　　　　も じく
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久住支所　☎0974-76-1111
直入支所　☎0974-75-2211

　
〔
開
館
時
間
〕
８
時
30
分
～
17
時

　
〔
休
館
日
〕
月
曜
日
、
祝
日
の
翌
日

　
　
　
　
　
（
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
開
館
）

春
の
所
蔵
品
展

　

５
月
10
日
㈰
ま
で

歴
史
資
料
館　

☎
63–

１
９
２
３

 

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

水
琴
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
63–

２
２
０
０

　
〔
開
館
時
間
〕
９
時
～
17
時

　
〔
休
館
日
〕
月
曜
日
、
祝
日
の
翌
日

　
　
　
　
　
（
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
開
館
）

　

※
５
月
26
日
㈫
は
展
示
替
え
の
た
め
休
館

あ
り
が
と
う　

３さ
ん

９き
ゅ
う

書
展

　

５
月
10
日
㈰
ま
で

　

修
研
華
扇
書
塾
の
県
美
展
や
中
央
展
出
品
作

品
と
近
郊
の
万
葉
歌
や
文
学
碑
、
民
謡
・
童
謡

な
ど
を
漢
字
・
調
和
体
で
書
い
た
作
品
を
展
示
。

第
９
回
二つ

九く

志し

の
会
作
品
展

　

５
月
12
日
㈫
～
24
日
㈰

　

二
九
志
の
会
は
、
旧
竹
田
小
学
校
昭
和
29
年

卒
業
生
で
竹
田
在
住
の
13
人
の
会
で
、
会
員
の

絵
画
や
書
道
、
工
芸
な
ど
約
50
点
を
展
示
。

第
11
回
虹
の
会
・

　
　

き
つ
つ
き
の
会
版
画
交
流
展

　

５
月
27
日
㈬
～
６
月
７
日
㈰

　

虹
の
会
（
熊
本
市
）
と
き
つ
つ
き
の
会
（
竹

田
市
）
の
版
画
交
流
展
で
、
各
会
員
が
制
作
し

た
小
品
か
ら
30
号
ま
で
の
版
画
（
木
・
シ
ル
ク

な
ど
）
作
品
を
展
示
。

 

第
53
回
祖
母
山
開
き

◇
入
山
式

　

日
時　

５
月
２
日
㈯　

15
時
～

　

場
所　

健
男
霜
凝
日
子
神
社
（
神
原
）

◇
山
頂
祭

　

日
時　

５
月
３
日
㈰　

11
時
30
分
～

　

場
所　

祖
母
山
山
頂

●
お
問
い
合
せ

　

商
工
観
光
課　

☎
63
‐
４
８
０
７

 

石
橋
散
策
会

日
時　

５
月
12
日
㈫　

８
時
30
分
～

場
所　

竹
田
市
文
化
会
館
駐
車
場
（
集
合
）

内
容　

入
田
・
嫗
岳
・
宮
砥
・
荻
・
柏
原
地
区

　

を
巡
り
、
荻
の
里
温
泉
で
昼
食
後
、
解
散
。

参
加
費　

５
０
０
円
（
別
途
昼
食
代
）

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

竹
田
創
生
館　

☎
62
‐
４
１
０
０

 

第
27
回
久
住
山
岳
滑
翔
大
会

◇
慰
霊
祭
・
安
全
祈
願
祭

　
　
　
　
　

５
月
16
日
㈯　

14
時
～

◇
開
会
式　

５
月
17
日
㈰　

10
時
～

◇
競
技　
　

５
月
17
日
㈰
～
22
日
㈮

◇
閉
会
式　

５
月
23
日
㈯　

10
時
～

場
所　

久
住
グ
ラ
イ
ダ
ー
滑
空
場

●
お
問
い
合
せ

　

㈶
日
本
学
生
航
空
連
盟

　

☎
０
９
２
‐
６
２
３
‐
８
８
８
０

 

国
際
映
画
上
映
会

　
　
「
わ
が
教
え
子
、
ヒ
ト
ラ
ー
」

　

独
裁
者
ア
ド
ル
フ
・
ヒ
ト
ラ
ー
に
演
説
を
指

導
し
た
教
師
が
い
た
と
い
う
史
実
を
基
に
し
た

ド
イ
ツ
の
映
画
で
す
。

日
時　

５
月
20
日
㈬　

19
時
30
分
～

場
所　

直
入
支
所
大
会
議
室

入
場
料　

無
料

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

直
入
産
業
建
設
課
（
国
際
交
流
員
ゼ
ン
ケ
・

　

グ
リ
ュ
ッ
ツ
マ
ハ
ー
）　

☎
75
‐
２
２
１
４

 

ア
ジ
ア
竹
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
お
お
い
た
竹
田

日
時　

５
月
23
日
㈯　

13
時
30
分
～

場
所　

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容　

基
調
講
演
（
後
藤
重
己
別
府
大
学
名
誉

　

教
授
）
や
事
例
発
表
な
ど

●
お
問
い
合
せ

　

竹
田
市
観
光
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
竹
田
支
部

　

☎
63
‐
２
６
３
８

 

第
８
回
長
湯
温
泉

 　
　

シ
ュ
パ
ー
ゲ
ル
フ
ェ
ス
ト

　
〝
春
野
菜
の
貴
婦
人
〟
ホ
ワ
イ
ト
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
（
ド
イ
ツ
語
で
シ
ュ
パ
ー
ゲ
ル
）
の
収
穫

に
感
謝
す
る
お
祭
り
で
す
。

日
時　

５
月
31
日
㈰　

11
時
～

場
所　

ド
イ
ツ
村
（
長
湯
）

飲
食
券　

１
、５
０
０
円
（
１
人
）

　

※
３
０
０
食
限
定
（
売
り
切
れ
次
第
終
了
）

●
お
問
い
合
せ　

　

九
州
ア
ル
プ
ス
商
工
会
直
入
支
部

　

☎
75
‐
２
０
２
０

　
「
岡
城
真
景
図
屏
風
」
や
新
収
蔵
「
廣
瀬
武

夫
遺
品
ベ
ス
ト
」
な
ど
を
展
示
。

城
下
町
と
南
画
①

　
　
　

田
能
村
竹
田
収
蔵
作
品
展

　

５
月
12
日
㈫
～
６
月
18
日
㈭

　

城
下
町
竹
田
と
南
画
の
関
わ
り
に
つ
い
て
所

蔵
品
を
中
心
に
ご
案
内
。
田
能
村
竹
田
「
琴
鶴

対
話
図
」「
遊
覧
奇
勝
図
」
な
ど
を
展
示
。

☎
63–

１
９
２
３

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
63–

２
２
０
０
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ス
ポ
ー
ツ

年　

金

税　

金

商　

工

防　

災

・
５
月
24
日
㈰　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
ソ
フ

　
　
　
　
　
　
　

ト
テ
ニ
ス
・
ピ
ロ
ポ
ロ
（
ス

　
　
　
　
　
　
　

ポ
ン
ジ
ホ
ッ
ケ
ー
）

・
５
月
31
日
㈰　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

●
お
問
い
合
せ

　

生
涯
学
習
課
社
会
体
育
係

　

☎
63
‐
４
８
１
７

竹
田
商
工
会
議
所
発
行
の

　

地
域
商
品
券
は
完
売
し
ま
し
た

　

地
域
商
品
券
の
お
買
い
上
げ
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
竹
田
商
工
会
議
所
発
行
の
地
域

商
品
券
（
第
１
回
発
行
分
）
は
、
好
評
に
つ
き

完
売
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
第
２
回
地
域
商
品
券
は
10
月
１
日
か

ら
販
売
を
開
始
し
ま
す
。

【
使
用
上
の
注
意
】

・
９
月
30
日
㈬
ま
で
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
（
そ
れ
以
降
は
無
効
と
な
り
ま
す
。）

・
返
金
や
第
２
回
発
行
商
品
券
と
の
交
換
は
で

　

き
ま
せ
ん
。

●
お
問
い
合
せ

　

竹
田
商
工
会
議
所　

☎
63
‐
３
１
６
１

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・

　
　
　
　

耐
震
改
修
補
助
事
業

　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
木

造
住
宅
は
、
現
在
の
耐
震
基
準
を
下
回
っ
て
い

第
43
回
九
州
高
校
女
子

　
　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

◇
開
会
式

　

日
時　

５
月
８
日
㈮　

17
時
～

　

場
所　

竹
田
市
文
化
会
館

◇
本
戦

　

日
時　

５
月
９
日
㈯
～
10
日
㈰

　
　
　
　
（
第
一
試
合
）
８
時
30
分
～

　

場
所　

竹
田
市
総
合
運
動
公
園
多
目
的
広
場

　
　

市
民
球
場
・
飛
田
川
野
球
場

●
お
問
い
合
せ

　

九
州
高
校
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

　

事
務
局
（
生
涯
学
習
課
）

　

☎
63
‐
４
８
１
７

第
18
回
竹
田
市
愛
誠
杯

　

健
康
ナ
イ
タ
ー
陸
上
競
技
大
会

日
時　

５
月
９
日
㈯　

17
時
～

場
所　

竹
田
市
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

●
お
問
い
合
せ

　

竹
田
市
陸
上
競
技
協
会
事
務
局

　

☎
０
９
０
‐
４
５
８
６
‐
１
４
４
０
（
佐
藤
）

　

☎
０
９
０
‐
４
７
７
１
‐
８
４
９
１
（
甲
斐
）

県
民
す
こ
や
か
ス
ポ
ー
ツ
祭

　

５
月
は
、
平
成
21
年
度
県
民
す
こ
や
か
ス

ポ
ー
ツ
大
会
が
県
下
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

市
内
で
は
次
の
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

・
５
月
17
日
㈰　

３
Ｂ
体
操
・
フ
ッ
ト
サ
ル

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
大
分
県
が
登
録
し
た

専
門
家
の
耐
震
診
断
を
受
け
、
自
宅
の
耐
震
基

準
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

竹
田
市
で
は
、
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
及
び

改
修
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

◇
耐
震
診
断
補
助
事
業

対
象　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ

　

た
木
造
一
戸
建
住
宅
（
た
だ
し
、
一
定
の
条

　

件
を
満
た
す
建
築
物
）

補
助
金
額　

補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
２
以
内

　

の
額
と
し
、
２
万
円
を
限
度
と
す
る
。

募
集
戸
数　

５
戸

募
集
期
限　

平
成
22
年
１
月
29
日
㈮
ま
で

◇
耐
震
改
修
補
助
事
業

対
象　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ

　

た
木
造
一
戸
建
住
宅
（
た
だ
し
、
一
定
の
条

　

件
を
満
た
す
建
築
物
）
で
、
耐
震
診
断
の
結

　

果
、
評
点
が
１
・
０
未
満
の
も
の
。

補
助
金
額　

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内

　

の
額
と
し
、
60
万
円
を
限
度
と
す
る
。

募
集
戸
数　

３
戸

募
集
期
限　

12
月
28
日
㈪
ま
で

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

総
務
課
行
政
係　

☎
63
‐
４
８
０
０

ね
ん
き
ん
定
期
便

　

年
金
加
入
記
録
や
年
金
見
込
額
な
ど
の
情
報

を
分
か
り
や
す
く
皆
様
に
お
届
け
す
る
「
ね
ん

き
ん
定
期
便
」
が
、
４
月
か
ら
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
保
険
の
現
役
加

入
者
全
員
に
保
険
料
納
付
実
績
や
年
金
見
込
額

を
、
毎
年
定
期
的
に
加
入
者
の
誕
生
月
に
郵
送

で
通
知
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

定
期
便
に
よ
り
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
で
、
年

金
制
度
へ
の
理
解
を
深
め
、
加
入
月
数
に
応
じ

た
年
金
見
込
額
を
確
認
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
０
９
７
‐
５
５
２
‐
１
２
１
１

固
定
資
産
税
の
納
税
通
知
書
を

　
　

５
月
15
日
㈮
に
発
送
し
ま
す

◇
標
準
宅
地
及
び
路
線
の
価
格
の
公
開

　

固
定
資
産
税
の
評
価
の
適
正
化
と
納
税
者
の

評
価
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
、
標
準
宅
地
及
び
主
要
な
路
線
の
価
格
を
公

開
し
て
い
ま
す
。

◇
固
定
資
産
税
減
免
制
度

　

生
活
の
た
め
公
私
の
扶
助
を
受
け
る
方
、
公

益
の
た
め
に
使
用
す
る
固
定
資
産
（
集
会
所
・

公
民
館
及
び
そ
の
敷
地
等
で
、
有
料
で
使
用
す

る
も
の
を
除
く
）
を
所
有
す
る
方
や
団
体
、
ま

た
は
災
害
等
に
よ
り
著
し
く
価
値
を
減
じ
た
固

定
資
産
を
所
有
し
て
い
る
方
な
ど
で
、
該
当
す

る
減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
は
必
要
書
類

を
揃
え
、
５
月
25
日
㈪
ま
で
に
税
務
課
資
産
係

へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
償
却
資
産
の
申
告
は
お
済
み
で
す
か

　

土
地
お
よ
び
家
屋
以
外
の
業
務
た
め
に
用
い

５
月
の
お
し
ら
せ
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る
資
産
で
、
そ
の
償
却
費
が
所
得
税
法
ま
た
は

法
人
税
法
で
経
費
や
損
金
に
算
入
さ
れ
て
い
る

も
の
の
所
有
者
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
に
所

有
し
て
い
る
資
産
の
名
称
・
数
量
・
取
得
年
月
・

取
得
価
額
・
耐
用
年
数
等
を
申
告
す
る
こ
と
が

法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。(

自
動
車

税
・
軽
自
動
車
税
の
課
税
対
象
と
な
る
自
動
車
・

軽
自
動
車
等
は
償
却
資
産
の
範
囲
か
ら
は
除
か

れ
ま
す)

。
ま
た
遊
休
資
産(
今
は
使
用
し
て

い
な
い
が
保
管
は
し
て
い
る
も
の)
も
申
告
は

必
要
で
す
。

　

ま
だ
提
出
し
て
い
な
い
方
は
、
税
務
課
ま
た

は
各
支
所
市
民
生
活
課
ま
で
提
出
を
お
願
い
し

ま
す
。
申
告
書
は
税
務
課
に
備
え
付
け
て
あ
り

ま
す
。

　

な
お
、
道
路
運
送
車
両
法
上
の
大
型
特
殊
自

動
車
は
、
陸
運
局
へ
の
登
録
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
償
却
資
産
に
該
当
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

税
務
課
資
産
係　

☎
63
‐
４
８
０
３

自
動
車
税
お
よ
び
軽
自
動
車
税
は

　

６
月
１
日
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

　

自
動
車
税
お
よ
び
軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１

日
現
在
の
所
有
者
（
割
賦
販
売
の
場
合
は
使
用

者
）
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
納
期
限
を
過
ぎ
た
場

合
は
、
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

◇
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の
減
免
に
つ
い
て

　

各
種
障
が
い
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
方
で
、

軽
自
動
車
税
の
減
免
を
申
請
さ
れ
る
方
は
、
納

付
書
到
着
日
か
ら
５
月
25
日
㈪
ま
で
に
、
税
務

課
ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
課
で
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
に
は
各
種
障
が
い
者
手
帳
、
印
鑑
、
運

転
免
許
証
、
納
税
通
知
書
、
ま
た
、
障
が
い
の

あ
る
方
と
運
転
す
る
方
が
異
な
る
場
合
は
別
途

書
類
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
障
が
い
の

内
容
や
等
級
に
よ
っ
て
は
該
当
し
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
公
益
の
た
め
に
使
用
す
る
軽
自
動

車
や
構
造
が
専
ら
身
体
障
が
い
者
等
が
利
用
す

る
た
め
の
軽
自
動
車
等
に
対
し
て
も
減
免
制
度

が
あ
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

○
普
通
車
に
つ
い
て

　

大
分
県
豊
後
大
野
県
税
事
務
所

　

☎
０
９
７
４
‐
22
‐
７
５
０
１

○
軽
自
動
車
に
つ
い
て

　

税
務
課
課
税
係　

☎
63
‐
４
８
０
３

高
齢
者
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

対
象
者　

平
成
21
年
３
月
31
日
現
在
で
満
80
歳

　

以
上（
昭
和
４
年
３
月
31
日
以
前
に
生
ま
れ
）

　

で
、
自
分
の
歯
を
20
本
以
上
保
持
し
て
い
る

　

人
（
以
前
に
本
コ
ン
ク
ー
ル
で
表
彰
さ
れ
た

　

人
（
県
表
彰
者
）
を
除
く
。）

日
時　

６
月
２
日
㈫　
（
受
付
）
13
時
～

場
所　

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

締
切
り　

５
月
19
日
㈫
ま
で

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

健
康
増
進
課
健
康
増
進
係

　

☎
63
‐
４
８
１
０

竹
田
市
医
師
会
市
民
公
開
講
座

日
時　

６
月
６
日
㈯　

14
時
～

場
所　

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

演
題　
「
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
膝

　
　
　

痛
・
腰
痛
）
と
運
動
器
不
安
定
症
」

講
師　

水
田
博
志
熊
本
大
学
院
整
形
外
科
教
授

入
場
料　

無
料

●
お
問
い
合
せ

　

竹
田
市
医
師
会　

☎
62
‐
３
０
５
８

６
月
１
日
か
ら
レ
ジ
袋
の

　
　

無
料
配
布
が
中
止
さ
れ
ま
す

　

地
球
温
暖
化
防
止
と
ご
み
の
減
量
の
た
め
、

事
業
者
・
消
費
者
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
レ

ジ
袋
削
減
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

６
月
１
日
か
ら
レ
ジ
袋
の
無
料
配
布
が
中
止

さ
れ
、
有
料
に
な
り
ま
す
。
県
内
の
ス
ー
パ
ー

な
ど
２
０
１
店
舗
、
竹
田
市
内
で
は
㈱
マ
ル

シ
ョ
ク
、
㈱
Ａ
コ
ー
プ
九
州
、
㈱
マ
ル
ミ
ヤ
ス

ト
ア
の
各
店
舗
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

お
買
い
物
に
は
〝
マ
イ
バ
ッ
ク
〟
を
持
参

し
、
使
い
捨
て
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直
し

ま
し
ょ
う
。

市
営
芝
原
墓
地
の
一
般
公
募

対
象
者　

市
民
も
し
く
は
市
内
に
墓
地
の
あ
る

　

方
（
た
だ
し
、
業
者
等
は
除
く
）

所
在
地　

竹
田
市
大
字
竹
田
５
４
７
番
地

面
積　

３
・
５
ｍ
×
３
・
５
ｍ

区
画
数　

２
区
画

永
代
使
用
料　

３
１
５
、０
０
０
円

申
込
期
間　

６
月
30
日
㈫
ま
で

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

環
境
衛
生
課　

☎
63
‐
４
８
２
１

環
境
衛
生

保
健
衛
生

　
「
地
産
地
消
」
と
は
、
地
元
で
生
産
さ
れ

た
も
の
を
地
元
で
消
費
す
る
こ
と
で
す
。

　

お
買
い
物
は
、
な
る
べ
く
地
元
の
お
店

を
利
用
し
ま
し
ょ
う
！

地

地

産

消



1
㈮

・
憲

法
週

間
（

～
7

日
）　

・
大

分
県

議
会

議
員

竹
田

市
選

挙
区

補
欠

選
挙

告
示

日
　

・
神

明
社

寿
司

ま
つ

り
（

神
明

社
〔

西
古

町
〕）（

～
2

日
）

・
第

11
回

竹
田

市
農

業
委

員
会

総
会

14:00
～

（
竹

田
市

役
所

）

2
㈯

・
竹

田
市

一
周

ぐ
る

り
ん

ツ
ー

デ
ー

ウ
ォ

ー
ク

（
受

付
）

8:00
～

（
竹

田
市

役
所

）
・

祖
母

山
山

開
き

〈
入

山
式

〉
15:00

～
（

健
男

霜
凝

日
子

神
社

〔
神

原
〕）

3
㈰

・
憲

法
記

念
日

　
・

竹
田

市
一

周
ぐ

る
り

ん
ツ

ー
デ

ー
ウ

ォ
ー

ク
（

受
付

）
8:00

～
（

久
住

支
所

）
・

祖
母

山
山

開
き

〈
山

頂
祭

〉
11:30

～
（

祖
母

山
山

頂
）

4
㈪

・
み

ど
り

の
日

5
㈫

・
こ

ど
も

の
日

　
・

児
童

福
祉

週
間

（
～

11
日

）　
・

こ
ど

も
の

日
の

お
は

な
し

会
①

10:30
～

②
12:00

～
（

竹
田

市
立

図
書

館
）　

・
竹

田
高

等
学

校
器

楽
部

第
40

回
定

期
演

奏
会

15:00
～

（
竹

田
市

文
化

会
館

）

6
㈬

・
振

替
休

日

7
㈭

・
竹

田
市

歩
こ

う
会

「
久

住
高

原
」

9:20JR
豊

後
竹

田
駅

前
集

合
（

※
1）　

・
無

料
法

律
・

人
権

相
談

①
9:30

～
11:00

②
13:00

～
14:30（

大
分

文
化

会
館

〔
大

分
市

〕）　
・

竹
田

温
泉

「
花

水
月

」
休

館
日

　
・

荻
の

里
温

泉
休

館
日

 　
・

陽
目

の
里

「
名

水
茶

屋
」

休
業

日

8
㈮

・
お

も
城

サ
イ

ト
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
13:00

～
（

岡
城

跡
駐

車
場

）
※

要
予

約
：

文
化

財
課

☎
63-4818

・
第

43
回

九
州

高
校

女
子

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

選
手

権
大

会
〈

開
会

式
〉

17:00
～

（
竹

田
市

文
化

会
館

）

9
㈯

・
第

43
回

九
州

高
校

女
子

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

選
手

権
大

会
〈

第
1

日
〉

8:30
～

（
竹

田
市

総
合

運
動

公
園

ほ
か

）　
・

童
謡

と
絵

本
の

会
10:00

～
11:30（

佐
藤

義
美

記
念

館
〔

こ
の

こ
の

お
う

ち
〕）　

・
第

18
回

竹
田

市
愛

誠
杯

ナ
イ

タ
ー

陸
上

競
技

大
会

17:00
～

（
竹

田
市

総
合

運
動

公
園

陸
上

競
技

場
）

10
㈰

・
看

護
週

間
（

～
16

日
）　

・
愛

鳥
週

間
（

～
16

日
）　

・
大

分
県

議
会

議
員

竹
田

市
選

挙
区

補
欠

選
挙

投
票

日
〈

投
票

〉
7:00

～
18:00（

各
投

票
所

）〈
開

票
〉

20:00
～

（
竹

田
市

体
育

セ
ン

タ
ー

）　
・

第
43

回
九

州
高

校
女

子
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
選

手
権

大
会

〈
第

2
日

〉
8:30

～
（

竹
田

市
総

合
運

動
公

園
ほ

か
）

11
㈪

・
荻

の
里

温
泉

休
館

日

12
㈫

・
看

護
の

日
　

・
石

橋
散

策
会

8:30
竹

田
市

文
化

会
館

集
合

（
※

2）　
・

子
牛

市
場

9:30
～

（
豊

肥
市

場
）（

～
13

日
）　

・
お

は
な

し
の

へ
や

10:30
～

（
竹

田
市

立
図

書
館

）

13
㈬

・
ゆ

う
遊

ク
ラ

ブ
白

丹
9:30～

（
白

丹
公

民
館

）　
・

お
は

な
し

広
場

10:30～
（

荻
み

ら
い

館
）　

・
ド

イ
ツ

料
理

教
室

「
ポ

テ
ト

・
グ

ラ
タ

ン
」

10:30～
13:00（

直
入

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

）　
・

3･6･12か
月

児
健

診
（

受
付

）
13:00～

13:20（
竹

田
市

総
合

社
会

福
祉

セ
ン

タ
ー

）　
・

銃
砲

刀
剣

類
登

録
審

査
会

13:00～
17:00（

大
分

県
庁

舎
別

館
〔

大
分

市
〕）　

・
お

は
な

し
ル

ー
ム

13:20～
14:00（

竹
田

幼
稚

園
）　

・
ブ

ッ
ク

ス
タ

ー
ト

13:30～
（

竹
田

市
総

合
社

会
福

祉
セ

ン
タ

ー
）　

・
陽

目
の

里
「

名
水

茶
屋

」
休

業
日

14
㈭

・
ゆ

う
遊

ク
ラ

ブ
久

住
9:30

～
（

久
住

公
民

館
）　

・
竹

田
温

泉
「

花
水

月
」

休
館

日

15
㈮

・
情

報
通

信
月

間
（

～
6

月
15

日
）　

・
ゆ

う
遊

ク
ラ

ブ
都

野
9:30

～
（

都
野

公
民

館
）

竹
田

市
の

こ
よ

み5
月 2009 年

開
会

式
　 〈

日
時

〉
5

月
8

日
㈮

　
17:00

～
　〈

場
所

〉
竹

田
市

文
化

会
館

本
　

戦
　 〈

日
時

〉
5

月
9

日
㈯

 ～
10

日
㈰

　
　

　
　

※
第

1
試

合
は

8:30
～

　
　〈

場
所

〉
竹

田
市

総
合

運
動

公
園

多
目

的
広

場
　

　
　

　
 竹

田
市

民
球

場
・

飛
田

川
野

球
場

●
お

問
い

合
せ

　
九

州
高

校
女

子
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
選

手
権

大
会

　
事

務
局

　
☎

63-4817（
生

涯
学

習
課

）

竹
田

市
の

こ
よ

み5
月 2009 年第

43回
九

州
高

校
女

子
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
選

手
権

大
会

※
行

政
相

談
に

関
す

る
お

問
い

合
せ

は
、

行
政

相
談

委
員

ま
で

（
小

河
晴

義
　

☎
62-3662、

太
田

正
一

　
☎

68–2480、
渡

辺
善

照
　

☎
77–2067、

斉
藤

義
昭

　
☎

75–2692）



16
㈯

・
第

27
回

久
住

山
岳

滑
翔

大
会

〈
慰

霊
祭

・
安

全
祈

願
祭

〉
14:00

～
（

久
住

グ
ラ

イ
ダ

ー
滑

空
場

）

17
㈰

・
家

庭
の

日
　

・
郷

土
の

自
然

に
親

し
み

植
物

を
観

察
す

る
会

「
新

緑
の

祖
母

山
渓

谷
歩

き
」

8:00
集

合
（

竹
田

市
文

化
会

館
）（

※
2）　

・
安

心
マ

タ
ニ

テ
ィ

ー
る

ー
む

（
受

付
）

9:00
～

（
竹

田
市

総
合

社
会

福
祉

セ
ン

タ
ー

）　
・

大
分

県
ゆ

う
あ

い
ス

ポ
ー

ツ
大

会
9:00

～
（

九
石

ド
ー

ム
〔

大
分

市
〕）　

・
第

27
回

久
住

山
岳

滑
翔

大
会

〈
開

会
式

〉
10:00

～
（

久
住

グ
ラ

イ
ダ

ー
滑

空
場

）

18
㈪

・
春

の
行

政
相

談
週

間
（

～
24

日
）　

・
荻

の
里

温
泉

休
館

日

19
㈫

・
食

育
の

日
　

・
お

は
な

し
の

へ
や

10:30
～

（
竹

田
市

立
図

書
館

）　
・

県
病

健
康

教
室

「
小

児
の

心
臓

病
」

13:00
～

14:00（
大

分
県

立
病

院
）

・
温

泉
療

養
文

化
館

「
御

前
湯

」
臨

時
休

館
日

20
㈬

・成牛市場
9:30～（豊肥市場）　・年金相談

10:00～
15:00（竹田市高齢者いきいき交流センター）　・「春の行政相談週間」巡回行政相談

10:00～
15:00（直入支所）　・大分県行政書士会無料相談会

13:00～
16:00（大分県行政書士会〔大分市〕）　・ポリオ

予防接種
14:00～

15:00（竹田市総合社会福祉センター）　・人権学習学級
15:00～

17:00（竹田市文化会館）　・国際映画上映会「わが教え子、ヒトラー」19:30～（直入支所）　・温泉療養文化館「御前湯」休館日　・陽目の里「名水茶屋」休業日

21
㈭

・
平

成
21

年
度

竹
田

市
高

齢
者

大
学

開
講

式
9:00

～
（

竹
田

市
文

化
会

館
）　

・
す

く
す

く
子

育
て

ル
ー

ム
（

受
付

）
9:30

～
9:40（

直
入

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

）
・

行
政

相
談

10:00
～

12:00（
竹

田
市

総
合

社
会

福
祉

セ
ン

タ
ー

／
荻

支
所

）　
・

竹
田

温
泉

「
花

水
月

」
休

館
日

22
㈮

・
国

際
生

物
多

様
性

の
日

　
・

お
も

城
サ

イ
ト

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

13:00
～

（
岡

城
跡

駐
車

場
）

※
要

予
約

：
文

化
財

課
☎

63-4818

23
㈯

・第
27回久住山岳滑翔大会〈閉会式〉10:00～（久住グライダー滑空場）　・上浦との田植え交流

10:00～（荻町西福寺） 　・童謡と絵本の会
10:00～

11:30
（佐藤義美記念館）　・第

13回てづくり音楽祭
13:30～（直入教育会館）　・アジア竹文化フォーラムおおいた竹田

13:30～（竹田市総合社会福祉センター）

24
㈰

・
第

7
回

地
域

の
岩

石
・

地
層

・
化

石
観

察
会

「
く

じ
ゅ

う
山

の
火

山
活

動
」

10:00
竹

田
市

文
化

会
館

集
合

（
※

2）
・

大
分

県
障

が
い

者
ス

ポ
ー

ツ
大

会
〈

水
泳

（
身

体
障

害
・

知
的

障
害

）〉（
大

分
市

営
温

水
プ

ー
ル

〔
大

分
市

〕）

25
㈪

・
す

く
す

く
子

育
て

ル
ー

ム
（

受
付

）
9:30

～
9:40（

竹
田

市
総

合
社

会
福

祉
セ

ン
タ

ー
）

・
荻

の
里

温
泉

休
館

日

26
㈫

・
お

は
な

し
の

へ
や

10:30
～

（
竹

田
市

立
図

書
館

）

27
㈬

・
5

歳
児

健
診

（
受

付
）

13:00
～

13:20（
竹

田
市

総
合

社
会

福
祉

セ
ン

タ
ー

）
・

陽
目

の
里

「
名

水
茶

屋
」

休
業

日

28
㈭

・
里

親
制

度
説

明
会

15:00
～

（
竹

田
市

総
合

社
会

福
祉

セ
ン

タ
ー

）　
・

竹
田

温
泉

「
花

水
月

」
休

館
日

　
　

29
㈮

・
第

27
回

ゴ
ミ

フ
大

会
8:50

～
（

歴
史

資
料

館
／

JA
飛

田
川

中
央

倉
庫

）　
・

竹
田

市
歩

こ
う

会
「

ゴ
ミ

フ
大

会
」

8:50
歴

史
資

料
館

集
合

（
※

1）　
・

ゆ
う

遊
ク

ラ
ブ

運
動

会
9:30

～
（

都
野

公
民

館
）

30
㈯

・
全

国
ご

み
不

法
投

棄
監

視
ウ

ィ
ー

ク
（

～
6

月
5

日
）

31
㈰

・世界禁煙デー　・禁煙週間（～
6月

6日）　･第
8回長湯温泉シュパーゲルフェスト

11:00～（ドイツ村〔長湯〕）　・大分県障がい者スポーツ大会
〈卓球（身体障害・知的障害・精神障害）〉（大分県身体障害者福祉センター〔大分市〕） ／〈ボウリング（知的障害）〉（タワーボウル萩原店〔大分市〕）

月
　

間
そ

の
他

・
6月

1日
㈪

　
軽

自
動

車
税

、
固

定
資

産
税

全
期

・
1期

納
期

限
・

全
国

一
斉

「
人

権
擁

護
委

員
の

日
」

特
設

人
権

相
談

所
10:00～

15:00（
竹

田
市

総
合

社
会

福
祉

セ
ン

タ
ー

／
荻

健
康

福
祉

エ
リ

ア
／

久
住

支
所

／
直

入
公

民
館

）
・

6月
3日

㈬
　

九
州

統
一

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

「
ノ

ー
マ

イ
カ

ー
デ

ー
」　

・
6月

7日
㈰

　
く

じ
ゅ

う
山

開
き

　
・

長
湯

温
泉

開
湯

300年
記

念
祭

（
～

7月
27日

）　
・

緑
の

募
金

（
～

31日
）　

・
児

童
福

祉
月

間
　

・
赤

十
字

運
動

月
間

平
成

2
1

年
度

県
民

す
こ

や
か

ス
ポ

ー
ツ

祭
　

３
Ｂ

体
操

　
　

　
5

月
17

日
㈰

　
9:30

～
　

久
住

総
合

運
動

公
園

体
育

館
　

　
　

<
対

象
者

>
ど

な
た

で
も

　
<

参
加

費
>

1
人

300
円

　
フ

ッ
ト

サ
ル

　
　

　
5

月
17

日
㈰

　
9:00

～
　

竹
田

市
総

合
運

動
公

園
陸

上
競

技
場

　
　

　
<

対
象

者
>

ど
な

た
で

も
　

<
参

加
費

>
1

チ
ー

ム
1,000

円
　

グ
ラ

ウ
ン

ド
ゴ

ル
フ

　
　

　
5

月
24

日
㈰

　
9:00

～
　

竹
田

市
総

合
運

動
公

園
多

目
的

広
場

　
　

　
<

対
象

者
>

小
学

生
以

上
　

<
参

加
費

>
1

人
300

円
　

ソ
フ

ト
テ

ニ
ス

　
　

　
5

月
24

日
㈰

　
9:00

～
　

竹
田

市
総

合
運

動
公

園
テ

ニ
ス

コ
ー

ト
　

　
　

<
対

象
者

>
 60

歳
以

上
　

  <
参

加
費

>
1

ペ
ア

100
円

　
ピ

ロ
ポ

ロ
(ス

ポ
ン

ジ
ホ

ッ
ケ

ー
)

　
　

　
5

月
24

日
㈰

　
9:00

～
　

竹
田

市
体

育
セ

ン
タ

ー
　

　
　

<
対

象
者

>
 小

学
生

　
　

　
<

参
加

費
>

1
人

100
円

　
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
　

　
　

5
月

31
日

㈰
　

8:30
～

　
河

宇
田

湧
水

前
広

場
〔

入
田

〕）
　

　
　

<
対

象
者

>
小

学
生

以
上

　
　

　
<

参
加

費
>

1
人

300
円

（
高

校
生

以
下

100
円

）
　

●
お

問
い

合
せ

　
生

涯
学

習
課

社
会

体
育

係
　

☎
63-4817

※
1：

お
問

い
合

せ
　

竹
田

市
歩

こ
う

会
（

山
本

会
長

　
☎

62–2501）　
※

2：
お

問
い

合
せ

　
岡

の
里

事
業

実
行

委
員

会
（

竹
田

創
生

館
　

☎
62–4100）

※
心

の
悩

み
無

料
相

談
会

に
関

す
る

お
問

い
合

せ
は

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

ま
で

（
野

々
下

昇
策

　
☎

080–5274–3359）
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講　

座

福　

祉

相　

談

募　

金

ド
イ
ツ
料
理
教
室

　
　
　
「
ポ
テ
ト
・
グ
ラ
タ
ン
」

　

ド
イ
ツ
語
で
「
カ
ル
ト
ッ
フ
ェ
ル
・
グ
ラ
タ

ン
」
と
い
う
伝
統
的
な
料
理
で
す
。

　

ド
イ
ツ
で
は
「
ジ
ャ
ガ
イ
モ
で
フ
ル
コ
ー
ス

の
料
理
が
で
き
る
よ
う
に
な
ら
な
い
と
お
嫁
に

い
け
な
い
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
く
ら
い
ジ
ャ

ガ
イ
モ
料
理
は
必
須
の
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

日
時　

５
月
13
日
㈬　

10
時
30
分
～
13
時

場
所　

直
入
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

実
費
（
材
料
費
等
）

締
切
り　

５
月
11
日
㈪
午
前
中
ま
で

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

直
入
産
業
建
設
課
（
国
際
交
流
員
ゼ
ン
ケ
・

　

グ
リ
ュ
ッ
ツ
マ
ハ
ー
）　

☎
75
‐
２
２
１
４

第
７
回
地
域
の
岩
石
・
地
層
・
化
石
観
察
会

　
「
く
じ
ゅ
う
山
の
火
山
活
動
」

日
時　

５
月
24
日
㈰　

10
時
～
15
時

場
所　

竹
田
市
文
化
会
館
集
合

講
師　

大
分
地
質
学
会　

工
藤
幸
久
さ
ん

参
加
費　

大
人　

１
、０
０
０
円
（
資
料
代
）

　
　
　
　

高
校
生
以
下　

無
料

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

竹
田
創
生
館　

☎
62
‐
４
１
０
０

緑
の
募
金
事
業
へ
ご
協
力
を

　
「
緑
の
募
金
」
は
森
林
や
緑
を
育
て
る
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

竹
田
市
で
は
、
春
と
秋
の
苗
木
の
無
料
配
布

や
公
共
施
設
・
自
治
会
の
集
会
所
周
辺
・
公
園

等
へ
の
植
栽
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
家
庭
募
金
や
一
般
募
金
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
緑
の
募
金
事
業
へ
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
日
本
赤
十
字
社
の
活
動
に
ご
協
力
を

　

赤
十
字
の
理
念
や
活
動
に
ご
賛
同
い
た
だ

き
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
日
本
赤
十
字

社
に
お
寄
せ
い
た
だ
い
て
い
る
社
資
（
年
間

５
０
０
円
以
上
）
は
、
災
害
や
紛
争
に
よ
る
被

災
者
や
犠
牲
者
な
ど
へ
の
救
護
活
動
を
は
じ
め

と
し
て
、様
々
な
事
業
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
赤
の
活
動
は
、
社
資
の
ほ
か
一
般
か
ら
寄

せ
ら
れ
る
寄
付
金
で
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
５

月
は
「
赤
十
字
運
動
月
間
」
で
、
活
動
資
金
を

ご
寄
付
い
た
だ
け
る
方
々
の
募
集
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ご
寄
付
に
対
し
て
は
、
税
制
上
の
優
遇

措
置
の
ほ
か
、
表
彰
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
活
動
資
金
は
年
間
を
通
し
て
募
集
し

て
お
り
ま
す
。
日
赤
の
活
動
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

福
祉
事
務
所
管
理
係　

☎
63
‐
４
８
１
１

里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か

　

里
親
と
は
、
様
々
な
事
情
に
よ
り
家
庭
で
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も
を
家
庭
に

迎
え
入
れ
、
温
か
い
雰
囲
気
の
中
で
豊
か
な
愛

情
を
持
っ
て
育
て
て
く
だ
さ
る
方
の
こ
と
で
、

特
別
な
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

期
間
は
数
日
間
か
ら
数
年
間
ま
で
様
々
で
、

児
童
養
護
施
設
等
に
入
所
し
て
い
る
子
ど
も
を

お
盆
や
お
正
月
に
短
期
間
預
か
る
「
ト
ラ
イ
ア

ル
里
親
」
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

関
心
の
あ
る
方
は
、
お
気
軽
に
里
親
制
度
説

明
会
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

５
月
28
日
㈭　

15
時
～

場
所　

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
県
中
央
児
童
相
談
所

　

☎
０
９
７
‐
５
４
４
‐
２
０
１
６

子
育
て
応
援
特
別
手
当

　

平
成
20
年
度
に
お
い
て
小
学
校
就
学
前
３
年

間
に
該
当
す
る
子
ど
も
（
平
成
14
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
17
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

子
）
で
、
第
２
子
以
降
の
子
ど
も
を
対
象
に
、

子
育
て
応
援
特
別
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

申
請
書
等
は
３
月
下
旬
に
対
象
と
な
る
世
帯

主
へ
郵
送
し
て
い
ま
す
。
申
請
期
限
ま
で
に
申

請
が
な
か
っ
た
場
合
は
、
辞
退
と
み
な
さ
れ
ま

す
の
で
忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限　

９
月
30
日
㈬
ま
で

●
お
問
い
合
せ

　

福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
係

　

☎
63
‐
４
８
１
１

地
域
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　

高
齢
者
や
子
育
て
、
虐
待
、
障
が
い
な
ど
の

福
祉
に
関
す
る
問
題
は
、
地
域
総
合
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
専
門
の
相
談

員
が
親
切
に
応
じ
ま
す
。

　

地
域
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
荻
・
久

住
・
直
入
地
域
の
総
合
相
談
窓
口
で
あ
る
と
と

も
に
、
高
齢
者
世
帯
の
見
守
り
な
ど
地
域
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
拠
点
と
し
て
の
役

割
も
果
た
し
て
い
ま
す
。

◇
相
談
窓
口

　

荻
地
域
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
68
‐
３
３
０
２

　

久
住
地
域
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
76
‐
１
５
２
６

　

直
入
地
域
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
75
‐
２
２
２
８

　

竹
田
市
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
63
‐
３
６
６
８

　

竹
田
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
64
‐
０
３
１
０

※
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
高
齢
者
及
び
虐
待
の

　

相
談
窓
口
と
な
り
ま
す
。

「
春
の
行
政
相
談
週
間
」
巡
回
行
政
相
談

日
時　

５
月
20
日
㈬　

10
時
～
15
時

場
所　

直
入
支
所

相
談
内
容　

国
の
行
政
へ
の
苦
情
や
意
見
、
要

　

望
及
び
困
り
ご
と

●
お
問
い
合
せ

　

総
務
課
行
政
係　

☎
63
‐
４
８
０
０

全
国
一
斉
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

　

特
設
人
権
相
談
所

日
時　

６
月
１
日
㈪　

10
時
～
15
時

場
所　

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　

荻
福
祉
健
康
エ
リ
ア　

久
住
支
所

　
　
　

直
入
公
民
館

相
談
内
容　

金
銭
、
相
続
、
Ｄ
Ｖ
、
セ
ク
ハ
ラ
、

収　　入
824,500 円

71,926 円
699 円

524,000 円
1,421,125 円

家庭募金 (100 円 / 戸 )
一般募金 ( 苗木配布等 )

預　金　利　子
募金事業助成金

合　計

支　　出
889,425 円
524,000 円

1,413,425 円

納　付　金
募金事業支払金

合　　計

■竹田市緑化推進委員会決算（H20）

※差引額 7,700 円は次年度へ繰越
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募　

集

　
　
　
　

中
・
高
校
生　

１
、５
０
０
円

申
込
方
法　

参
加
申
込
書
を
お
取
り
寄
せ
の
う

　

え
、
所
定
の
申
込
用
紙
（
払
込
取
扱
票
）
ま

　

た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
お
申
し
込
み
く
だ

　

さ
い
。

締
切
り　

６
月
19
日
㈮
ま
で　

※
払
込
印
有
効

●
お
問
い
合
せ

　

久
住
高
原
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会
事
務
局

　

☎
76
‐
０
７
１
７
（
久
住
公
民
館
）

　

〒
８
７
８
‐
０
２
０
１

　

竹
田
市
久
住
町
大
字
久
住
６
１
５
４
番
地　

　
（
久
住
公
民
館
内
）

わ
か
ば
農
業
公
社
臨
時
職
員
募
集

　

竹
田
市
で
は
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
交
付

金
事
業
に
取
り
組
む
に
あ
た
り
、
わ
か
ば
農
業

公
社
で
事
業
に
従
事
す
る
臨
時
職
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

募
集
人
数　

２
名

業
務
内
容　

食
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
市
場
調
査

給
与　

日
給
５
，
８
０
０
円

●
お
問
い
合
せ

　

農
政
課
農
業
振
興
係　

☎
63
‐
４
８
０
５

旧
明
治
小
学
校
備
品
の
公
売

日
時　

５
月
20
日
㈬　

13
時
30
分
～

場
所　

旧
明
治
小
学
校
（
玄
関
前
）

方
法　

せ
り
売
り
（
最
低
価
格
の
設
定
あ
り
）

落
札
金
の
納
付　

落
札
者
は
、
現
地
で
納
入
し

　

て
く
だ
さ
い
。（
一
定
の
金
額
以
上
に
な
っ

　

た
場
合
は
、
銀
行
振
込
も
で
き
ま
す
。）

※
原
則
と
し
て
当
日
に
搬
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

　

教
育
委
員
会
総
務
課
施
設
管
理
係

　

☎
63
‐
４
８
１
６

公　

売

　

い
じ
め
な
ど

●
お
問
い
合
せ

　

竹
田
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
（
大
分
地
方
法

　

務
局
竹
田
支
局
内
）　

☎
63
‐
２
３
１
５

「
シ
ル
バ
ー
作
品
展
」
出
品
作
品
募
集

　

第
20
回
豊
の
国
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
「
シ
ル

バ
ー
作
品
展
」
の
出
品
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

資
格　

市
内
在
住
で
昭
和
25
年
４
月
１
日
以
前

　

に
生
ま
れ
た
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方

出
品
部
門　

日
本
画
・
洋
画
・
彫
刻
・
彫
塑
・

　

工
芸
・
書
・
写
真

出
品
料　

無
料

出
品
作
品　

出
品
者
個
人
が
創
作
し
、
未
発
表

　

の
も
の
。
各
部
門
１
人
１
点
。

締
切
り　

５
月
14
日
㈭
ま
で

申
込
方
法　

福
祉
事
務
所
、
各
支
所
市
民
生
活

　

課
に
備
え
付
け
の
出
品
申
込
書
を
提
出
し
て

　

く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

　

福
祉
事
務
所
福
祉
係　

☎
63
‐
４
８
１
１

竹
田
研
究
所
市
民
研
究
員
募
集

募
集
人
員　

若
干
名

任
期　

平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で

申
込
方
法　

商
工
観
光
課
、
各
支
所
産
業
建
設

　

課
、竹
田
研
究
所
事
務
局
（
商
工
観
光
課
内
）

に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
記
入
し
、　

提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

締
切
り　

５
月
15
日
㈮
ま
で

●
お
問
い
合
せ

　

竹
田
研
究
所
事
務
局　

☎
63
‐
４
８
０
７

「
竹
田
の
夏
ギ
フ
ト
」
掲
載
商
品
募
集

　

竹
田
市
で
は
、
農
産
物
や
加
工
品
を
取
り
揃

え
た
ギ
フ
ト
カ
タ
ロ
グ
を
発
行
し
、
全
国
に
向

け
て
竹
田
の
物
産
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
下
旬
に
発
行
予
定
の
「
竹
田
の
夏
ギ
フ

ト
」
に
掲
載
す
る
商
品
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
商
品　

農
産
物
や
食
料
加
工
品
、
特
産
品

　

で
、
贈
答
品
と
し
て
宅
配
が
可
能
な
も
の

応
募
条
件

□
食
品
衛
生
法
等
の
関
係
法
令
の
遵
守

□
食
品
製
造
者
に
お
い
て
は
、
Ｐ
Ｌ
保
険
ま
た

　

は
同
等
保
険
の
加
入

□
食
料
加
工
品
に
お
い
て
は
、
容
器
ま
た
は
包

　

装
等
に
次
の
い
ず
れ
か
が
明
示
さ
れ
て
い
る

　

こ
と

　

・
竹
田
市
で
製
造
さ
れ
て
い
る
こ
と

　

・
原
材
料
が
竹
田
市
産
で
あ
る
こ
と

掲
載
料　

１
枠　

５
、０
０
０
円

　

※
枠
サ
イ
ズ
…
Ａ
４
版
２
分
の
１
ペ
ー
ジ

手
数
料　

通
常
販
売
価
格
の
15
％

締
切
り　

５
月
20
日
㈬
ま
で

●
お
問
い
合
せ

　

農
政
課　

☎
63
‐
４
８
０
５

「
世
界
に
ひ
と
つ
し
か
な
い
Ｔ
シ
ャ
ツ

　

ふ
ぁ
っ
し
ょ
ん
し
ょ
ー
」
参
加
者
募
集

　

７
月
12
日
㈰
に
竹
田
市
文
化
会
館
で
行
わ
れ

る
『
第
21
回
さ
と
う
よ
し
み
竹
田
童
謡
祭
』
で

「
世
界
に
ひ
と
つ
し
か
な
い
Ｔ
シ
ャ
ツ
ふ
ぁ
っ

し
ょ
ん
し
ょ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

真
っ
白
な
Ｔ
シ
ャ
ツ
に
好
き
な
色
を
使
っ

て
、
自
由
気
ま
ま
に
模
様
や
動
物
な
ど
の
絵
を

描
き
ま
す
。
そ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着

て
童
謡
祭
当
日
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
に
参
加

し
ま
せ
ん
か
。
も
ち
ろ
ん
親
子
で
参
加
大
歓

迎
！

　

参
加
者
に
は
、
童
謡
祭
ま
で
に
Ｔ
シ
ャ
ツ
制

作
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
の
案
内
を
致
し
ま

す
。

募
集
人
員　

先
着
30
名

　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

参
加
料　

５
０
０
円
（
Ｔ
シ
ャ
ツ
代
）

申
込
方
法　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

　

Ｔ
シ
ャ
ツ
の
サ
イ
ズ
を
明
記
の
う
え
、
郵
便

　

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

〒
８
７
８
‐
０
０
２
４

　

竹
田
市
大
字
玉
来
１
番
地
11　

竹
田
市
中
央

　

公
民
館
内　

さ
と
う
よ
し
み
竹
田
童
謡
祭
実

　

行
委
員
会
事
務
局
「
Ｔ
シ
ャ
ツ
」
係

締
切
り　

５
月
31
日
㈰
ま
で
（
消
印
有
効
）

●
お
問
い
合
せ

　

さ
と
う
よ
し
み
竹
田
童
謡
祭
実
行
委
員
会

　

☎
63
‐
１
０
４
４
（
竹
田
市
中
央
公
民
館
）

ア
フ
リ
カ
へ
毛
布
を
送
ろ
う
！

　

一
枚
の
毛
布
が
人
々
の
命
を
守
り
ま
す
。

　

た
と
え
一
枚
で
も
、
あ
な
た
が
贈
る
愛
・
真

心
が
、
ア
フ
リ
カ
の
人
々
の
心
と
体
を
温
か
く

包
む
か
け
が
え
の
な
い
毛
布
と
な
る
の
で
す
。

　

彼
ら
に
と
っ
て
、
一
枚
の
毛
布
は
、
家
一
軒

に
相
当
す
る
ほ
ど
貴
重
な
も
の
で
す
。
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

収
集
期
間　

５
月
31
日
㈰
ま
で

●
お
問
い
合
せ

　

明
る
い
社
会
づ
く
り
運
動
大
分
地
区
協
議
会

　

☎
０
９
７
‐
５
４
４
‐
６
６
１
７

第
23
回
久
住
高
原
ク
ロ
ス

　

カ
ン
ト
リ
ー
大
会
参
加
者
募
集

日
時　

７
月
26
日
㈰　

※
雨
天
決
行

　
（
受
付
・
健
康
診
断
）　

８
時
～

会
場　
〝
日
本
一
の
マ
ラ
ソ
ン
練
習
コ
ー
ス
〟

種
目　

一
般
男
子
（
39
歳
以
下
・
40
歳
代
・
50

　

歳
代
・
60
歳
代
）・
一
般
女
子
（
39
歳
以
下
・

　

40
歳
以
上
）・
中
学
生
（
男
子
・
女
子
）・
高

　

校
生
（
男
子
・
女
子
）

参
加
料　

一
般　
　
　
　

２
、５
０
０
円
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紙
面
の
都
合
に
よ
り
、
内
容
等
に
つ
い
て

省
略
し
た
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、各
お
問
い
合
せ
先
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

休日及び夜間の在宅当番医

小児科外来休日当番医院

歯科休日当番医院

大久保病院　☎ 64-7777
受付時間　平日夜間　18:00 ～ 21:00
　　　　　土曜日　　13:00 ～ 21:00　　休　日　  8:30 ～ 21:00
注意事項・かかりつけの病院がある場合は、できるだけそこで診て
　　　　　もらうようお願いします。
　　　　・事前に症状、年齢、その他必要事項を病院へ電話連絡
　　　　　した上で受診してください。
　　　　・症状が重い場合は救急車を呼んでください。
※竹田医師会病院でも電話で相談いただき、可能な場合は診療します。

当番日 医療機関 電話番号

5 月　2 日㈯ 竹田医師会病院
みやわき小児科

63-3241
0974-24-0230

3 日㈰ 公立おがた総合病院 0974-42-3121
4 日㈪ 公立おがた総合病院 0974-42-3121
5 日㈫ 公立おがた総合病院 0974-42-3121
6 日㈬ 大分県立三重病院 0974-22-7700

9 日㈯ 竹田医師会病院
みやわき小児科

63-3241
0974-24-0230

10 日㈰ 公立おがた総合病院 0974-42-3121

16 日㈯ 竹田医師会病院
みやわき小児科

63-3241
0974-24-0230

17 日㈰ 大分県立三重病院 0974-22-7700

23 日㈯ 竹田医師会病院
みやわき小児科

63-3241
0974-24-0230

24 日㈰ 大分県立三重病院 0974-22-7700

30 日㈯ 竹田医師会病院
みやわき小児科

63-3241
0974-24-0230

31 日㈰ みやわき小児科 0974-24-0230
受付時間　8:30 ～ 11:30　　診療時間　9:00 ～ 12:00

※土曜日については、上記以外にも診療を行っているところがあります。
　○竹田医師会病院　　　http://www16.ocn.ne.jp/~taketais/
　○公立おがた総合病院　http://ogatahp.ddo.jp/
　○みやわき小児科　　　http://www.miyawaki-kodomo.com/
　○大分県立三重病院　　http://www.oita-miebyo.jp/
　○豊肥保健所　　　　　http://www.pref.oita.jp/12086/

当番日 医療機関 電話番号
5 月　3 日㈰ 藤井歯科医院（上本町） 63-3048

4 日㈪ ふじさわ歯科医院（浦町） 64-1118
5 日㈫ まつもと歯科クリニック（東中） 62-2400
6 日㈬ 竹田市荻歯科診療所 ( 桜町南 ) 68-3263

10 日㈰ 長湯ごとう歯科（芋の迫） 75-3001
17 日㈰ 長湯ごとう歯科（芋の迫） 75-3001
24 日㈰ 高山歯科医院（殿町） 63-2561
31 日㈰ 竹下歯科医院（慶順町） 62-2662

　※診療時間をご確認の上、受診してください。
　○大分県歯科医師会 ☎ 097-545-3151 http://www.oita-dental-a.or.jp/
受診時の注意　当番病院は、やむを得ず変更になる場合があります。あ
　らかじめ当番病院または竹田市消防署（☎ 63-0119）に電話で確認
　されるようお願いします。また、院外薬局が休みの場合は、あらかじ
　め用意された約束処方となることがありますのでご了承ください。

求　

人

労　

働

労
働
保
険
更
新
手
続
期
間
の
変
更

　

平
成
21
年
度
か
ら
労
働
保
険
（
労
災
保
険
と

雇
用
保
険
）
の
年
度
更
新
手
続
が
、
６
月
１
日

～
７
月
10
日
ま
で
の
間
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

　

昨
年
度
ま
で
は
４
月
１
日
～
５
月
20
日
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
よ
り
遅
く

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収
室

　

☎
０
９
７
‐
５
３
６
‐
７
０
９
５

◇
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
ス
タ
ッ
フ
１
人
12
・

１
万
（
竹
）
◇
ホ
ー
ル
カ
ウ
ン
タ
ー
１
人
15
～

16
万（
竹
）◇
販
売
・
接
客
３
人
14
～
15
万（
久
）

◇
一
般
事
務
１
人
12
・
09
～
13
万
（
荻
）
◇
清

掃
員
１
人
13
～
20
万
（
直
）
◇
看
護
師
（
正
・

准
）
１
人
15
～
30
万
（
竹
）
◇
建
設
機
械
整
備

１
人
15
・
９
～
25
万
（
竹
）
◇
中
型
ト
ラ
ッ
ク

運
転
手
１
人
18
～
22
万
（
荻
）
◇
配
送
１
人

12
・
１
万
（
竹
）
◇
受
付
・
事
務
１
人
12
万
（
竹
）

◇
荷
受
・
検
査
１
人
12
・
１
万
（
竹
）
◇
警
備

員
10
人
13
・
２
～
17
・
６
万
（
竹
）

《
パ
ー
ト
求
人
（
時
給
）》

◇
接
客
・
そ
の
他
全
般
１
人
６
５
０
円
（
竹
）

◇
接
客
１
人
６
５
０
～
７
５
０
円
（
久
）
◇
接

客
・
厨
房
１
人
６
５
０
～
８
０
０
円
（
久
）
◇

郵
便
配
達
３
人
７
４
０
円
（
竹
）
◇
洗
い
場
１

人
６
５
０
～
７
０
０
円
（
荻
）
◇
給
食
調
理
員

１
人
６
３
０
～
７
０
０
円
（
竹
）
◇
介
護
職
３

人
６
５
０
～
８
０
０
円
（
竹
）
◇
総
務
・
経
理

事
務
１
人
６
５
０
～
６
８
０
円
（
久
）
◇
看
護

職
員
１
人
８
０
０
～
１
、０
０
０
円
（
直
）
◇

販
売
・
接
客
１
人
６
３
０
円
（
竹
）
◇
販
売
員

１
人
６
５
０
～
７
０
０
円
（
竹
）
◇
加
工
作
業

１
人
７
０
０
～
８
５
０
円
（
久
）

　

会
社
等
を
訪
問
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
相
談
室

の
窓
口
で
紹
介
状
を
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
（
竹
）
は
竹
田
地
域
、（
荻
）
は
荻
地
域
、（
久
）

は
久
住
地
域
、（
直
）は
直
入
地
域
の
求
人
で
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
後
大
野
竹
田
職
業
相
談
室

　

☎
63
‐
１
１
０
１
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